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令和７年度事業実績  

《  総  括  》  

 本財団は、市民の芸術文化活動の振興に関する事業を行うと共に、埋蔵文化財の発掘調査、

研究及び保護等を行い、文化の薫るまちづくりと市民の豊かな芸術文化の創造に寄与することを

目的としている。  

令和７年度も、引き続き北九州市より指定管理者の指定を受け、北九州市の文化拠点「北九州

芸術劇場」および全国的にも優れた音響効果を誇る音楽専用ホール「響ホール」 （指定管理期間：

令和７年４月１日から令和１０年３月３１日） 、市民の芸術文化活動支援施設「大手町練習場 」 （指

定管理期間：令和７年４月１日から令和１２年３月３１日）の３つの芸術文化施設等の管理運営を

行っている。また、これらの施設を活用し、市民が優れた芸術文化に接する機会や市民の文化活

動の場を提供する等、市域の芸術文化活動の振興に取り組んでいる。  

 まず、舞台芸術の振興では、 「北九州芸術劇場」を中心に「創る 」 「育つ」 「観る」 「支える」をコン

セプトに、オリジナルの舞台芸術作品の制作・上演による全国への発信、舞台芸術の手法を使っ

た人材育成や教育普及事業の実施、芸術性あふれる優れた公演を市民に幅広く提供するなど多

様な事業を行った。  

令和７年度は、平成２ ４年度より実施する 『 R e :北九州の記憶』事業の新作「石炭の走る街」の

上演と 、 「 ７つのまちの物語」門司編・若松編のリーディング公演を行ったほか、地域で活躍する

アーティストと協働し市民参加作品を創作する 「キタゲキローカルアーティスト協働プログラム 」の

創造事業２件、劇場オープンより継続している小・中 ・特別支援学校の生徒を対象とする学校ア

ウトリーチ 「キタＱアーティストふれあいプログラム」 、市民センター・図書館などの団体とアーティ

ストとの協働事業「ひとまち＋アーツ協働事業」 、高校卒業後の若年層をターゲットに舞台芸術を

体系的に学び演劇作品の創作 ・発表までを行 う 「キタゲキスクール２ ０ ２ ５ 」等の学芸事業７件、

「 日 韓 合同公演 『 焼 肉 ド ラ ゴ ン 』 」 、 「 最 後 の ド ン ・ キ ホ ー テ T H E  L A S T  R E M A K E  o f  D o n  

Q u i x o t e 」 、 「 ダンス作品兼演劇作品『ダンスの審査員のダンス 』 」 等の公演事業８件、関係団体

と提携・協力し様々なジャンルの作品を上演する提携・協力事業１４件を実施した。広報面におい

ては、ホームページや S N S 等を活用し継続的な情報発信に努めたほか、マスコミへのアプロー

チも継続し、テレビや新聞による創造事業の創作現場の取材や報道も実現。また、地域に根差し

た劇場の活動をより広く市民へ届けるツールとして学芸事業のアーカイブ 「キタゲキ通信」を発行

したほか、新たな試みとして劇場応援キャラクターを活用した P R を行うなど、より市民に親しみ

やすい劇場としての発信も行った。  

次に、音楽文化の振興では 、 「響ホール 」の基本方針を「創造と発信（創造・公演事業）」

「育成と継承（育成事業）」「地域連携による心豊かな社会の実現（連携・支援・地域文化

振興事業）」「優れた音楽環境を継ぐ」と定め、音楽専用ホールとしての特性を生かしたオリジ

ナルコンサートの制作・公演など質の高い音楽鑑賞機会の提供、音楽の手法を用いた人材育成・

教育普及事業の実施、地域の音楽文化の担い手の育成・継承を行うなど多様な事業を行った。  

令和７年度は、初心者にも開かれた平日ランチタイムコンサートの入場料を見直し、 「響ホール

へようこそ！」としてリニューアルした。また、事業の柱である公演は「響リサイタルシリーズ」から

「響シリーズ」へ名称変更し、創造事業を含む多様な演奏形態を展開した。  

さらに、新たにインクルーシブ公演を実施し、市内特別支援学校の児童生徒を迎え入れるなど、

認知度向上と新たな観客層へのアプローチを進めた。  

育成事業としては、情操豊かな子どもたちの育成のため 「北九州市少年少女合唱団」 と 「北九

州市ジュニアオーケストラ」の運営等を行った。  

２０ ２ ５北九州国際音楽祭では、名物企画となった「マイスター・アールト×ライジングスター  オ

ーケストラ 」が世界水準の合唱団である東京オペラシンガーズを迎え、ベートーヴェン 『第九 』に

挑んだ 。また 、本市出身の新進気鋭ピアニス ト谷昂登が、世界最高峰の弦楽四重奏団 「ハーゲ

ン・クァルテット 」 と共演した。本音楽祭でしか鑑賞できない世界水準の創造事業公演を提供する

とともに、その他の公演や教育 ・特別プログラム、協賛事業、組織委員会運営を通じて、地域音

楽文化の拠点としての役割を果たした。  

また、情報提供事業としては、芸術文化情報センターの運営及び公演情報誌「情報誌Ｑ」の刊行、
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並びに北九州市芸術文化情報サイト 「かるぽー」の管理運営等により、市内の芸術文化活動の周

知及び公演情報の提供を行った。  

その他、埋蔵文化財に関する発掘調査及び保存、調査研究や報告書刊行の事業と埋蔵文化財セ

ンターの維持管理等を北九州市などから受託しており、令和７年度の発掘調査等については、折尾

土地区画整理事業など発掘４件、中貫貫弥生が丘１号線道路改築事業など整理８件、合計１２件の

事業を実施した。  
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《公益目的事業の実施状況等》  
 

Ⅰ  文 化 創造 事 業の 実施   

１  舞 台 芸 術 の 振 興  
  北 九 州 市 の 舞 台 芸 術 の 拠 点 施 設 で あ る 北 九 州 芸 術 劇 場 に お い て 、「 創 る （ 創 造 事 業 ）

「 育 つ （ 学 芸 事 業 ）」「 観 る （ 公 演 事 業 ）」「 支 え る （ 支 援 事 業 ）」 を コ ン セ プ ト に 、 市 民

の 多 様 な 公 演 ニ ー ズ に 対 応 し た 事 業 を 行 っ た 。  

 

（ １ ） 創 造 事 業  

北 九 州 芸 術 劇 場 オ リ ジ ナ ル の 舞 台 芸 術 作 品 を 制 作 し 、 公 演 を 実 施 し た 。  

事 業 名  場 所 ・ 時 期 等  内 容 等  入 場 者 数 ( 人 )  

 

公 1 - 1 ( 1 )  

 

「 R e ： 北 九 州

の 記 憶 」  

 

 

① 「 ７ つ の ま ち

の 物 語 」  

リーディング公演 

 

・ 門 司 編  

「 カ ラ オ ケ 喫 茶

キ ミ 」  

・ 若 松 編  

「 若 松 積 日 物 語 」 

 

 

②「石炭の走る街」 

 

 

 

 

①  

・ 門 司 編  

カ ラ オ ケ 房 夢 こ こ ろ   

７ 月 ４ 日 （ 金 ）  

～ ５ 日 （ 土 ）  

３ 公 演  

 

・ 若 松 編  

ウ イ ン グ プ ラ ザ  

７ 月 １ ９ 日 （ 土 ）  

～ ２ ０ 日 （ 日 ）  

２ 公 演  

 

1   

2   ② 北 九 州 芸 術 劇 場  

3   中 劇 場  

１ ０ 月 １ ７ 日 （ 金 ） 

～ １ ８ 日 （ 土 ）  

２ 公 演  

 

地 域 の 劇 作 家 と 共 に 高 齢 者 の

記 憶 を 演 劇 的 手 法 で 後 世 へ 継

承 し て い く 取 組 と し て 、 平 成

2 4 年 度 よ り 実 施 す る 「 R e ：

北 九 州 の 記 憶 」。 こ の 蓄 積 を

も と に 、 新 た に 「まちの記憶」 

を 掘 り 起 こ し 戯 曲 化 ・ 舞 台 化

し て い く 事 業 、 こ れ ま で 生 ま

れ た 戯 曲 か ら 学 校 鑑 賞 作 品 を

創 作 し 次 世 代 へ 継 承 し て い く

事 業 の 2 事 業 を 展 開 し た 。  

 

①  

門 司 編  

【 作 ・ 演 出 】 穴 迫 信 一  

（ ブ ル ー エ ゴ ナ ク ）  

若 松 編  

【 作 ・ 演 出 】 寺 田 剛 史

（ b l o c k ）  

 

②  

【 脚 本 ・ 構 成 ・ 演 出 】  

山 口 大 器  

（ 集合チキューン）  

 

 

① ［ 門 司 編 ］  

5 9  

[ 若 松 編 ]  

8 7  

 

② 3 5 9  

公 1 - 1 ( 1 )  

 

キ タ ゲ キ ロ ー カ

ル ア ー テ ィ ス ト

協 働 プ ロ グ ラ ム  

公 1 - 1 ( 3 )  

[ ワ ー ク シ ョ ッ プ ]  

上 津 役 市 民 セ ン タ ー  

９ 月 ２ ２ 日 （ 月 ）  

 

他 、 創 作 の 種 と な る

地 域 へ の リ サ ー チ

（ 地 域 交 流 ）  

 

8 月 ～ 2 月  

劇 場 と 地 域 で 活 躍 す る ア ー テ

ィ ス ト と が 2 年 間 協 働 し 、 オ

リ ジ ナ ル の 市 民 参 加 作 品 を 創

作 す る 新 シ リ ー ズ の 第 ２ 弾 。

舞 台 芸 術 の 力 を 活 用 し “ 市 民

と の 交 流 や 体 験 を 行 う ” 1 年

目 、 1 年 目 の 活 動 を も と に

“ 市 民 と 共 に 作 品 を 創 作 ・ 上

演 す る ” 2 年 目 、 の う ち 1 年

目 。  

 

【 ロ ー カ ル ア ー テ ィ ス ト 】  

山 口 大 器  

[ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ ] 

8  
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（ ２ ） 学 芸 事 業  

舞 台 芸 術 の 手 法 を 用 い 、 人 材 育 成 ・ 教 育 普 及 事 業 を 実 施 し 地 域 に 貢 献 し た 。  

事 業 名  場 所 ・ 時 期 等  内 容 等  入 場 者 数 ( 人 )  

公 1 - 1 ( 3 )  

 

キ タ Q ア ー テ ィ

ス ト ふ れ あ い プ

ロ グ ラ ム  

市 内 小 ・ 中 学 校 （ 特

別 支 援 学 級 含 む ）、

特 別 支 援 学 校  

 

① 門 司 海 青 小 学 校  

湯 川 小 学 校  

北 方 小 学 校  

② 穴 生 中 学 校  

中 央 中 学 校  

③ 高 槻 小 学 校  

高 生 中 学 校  

④ 霧 丘 小 学 校  

槻 田 小 学 校  

⑤ 中 原 中 学 校  

大 里 柳 小 学 校  

八幡西特別支援学校  

⑥ 大 里 南 小 学 校  

貴 船 小 学 校  

寿 山 小 学 校  

⑦ 熊 西 小 学 校  

中 井 小 学 校  

本 城 中 学 校  

徳 力 小 学 校  

〈 ギ ラ ダ ン ス 〉  

 

9 月 ～ ２ 月  

第 一 線 で 活 躍 す る ア ー テ ィ ス

ト と 市 内 の 学 校 へ 出 か け 、 演

劇 ・ ダ ン ス の ア ウ ト リ ー チ プ

ロ グ ラ ム を 実 施 。 未 来 を 担 う

子 ど も た ち が 、 舞 台 芸 術 や 多

様 な 価 値 観 を も つ ア ー テ ィ ス

ト と 出 会 い ふ れ あ う こ と で 、

創 造 力 や 表 現 力 を 育 み 、 豊 か

な 個 性 を 伸 ば す 手 助 け と な る

こ と を 目 指 し 実 施 し た 。  

 

【 ア ー テ ィ ス ト 】  

（ 演 劇 ）  

① 有 門 正 太 郎  

② 福 田 修 志  

③ 守 田 慎 之 介  

 

（ ダ ン ス ）  

④ 大 島 匡 史 朗  

⑤ セ レ ノ グ ラ フ ィ カ  

⑥ 長 与 江 里 奈  

⑦ 乗 松 薫 、 今 村 貴 子  

 

 

 

 

① 1 9 7  

 

② 1 7 9  

 

③ 1 0 4  

 

④ 1 6 8  

 

⑤ 5 3  

 

⑥ 1 4 3  

 

⑦ 3 0 7  

 

 

 

公 1 - 1 ( 3 )  

 

ひ と ま ち ＋ ア ー ツ

協 働 事 業  

 

 

① 図 書 館 協 働 プ ロ

グ ラ ム  

「戯曲を書く」講座  

 

② シ ニ ア 生 き が い

プ ロ グ ラ ム  

ダ ン ス ・ 演 劇 ワ ー

ク シ ョ ッ プ  

 

③ 市 民 セ ン タ ー 協

働 プ ロ グ ラ ム  

・ 演 劇 ワ ー ク シ ョ

ッ プ  

・ ダ ン ス ワ ー ク シ

ョ ッ プ  

 

 

 

① 北 九 州 市 立 八 幡

図 書 館  

9 月 ～ ２ 月  

全 6 回  

 

② 北 九 州 芸 術 劇 場

小 劇 場 、 中 劇 場 、

創 造 工 房  

5 月 ～ １ １ 月  

全 ８ 回  

 

③  

（ 演 劇 ）  

日 明 市 民 セ ン タ ー

足 立 市 民 セ ン タ ー  

（ ダ ン ス ）  

錦 町 市 民 セ ン タ ー

老 松 市 民 セ ン タ ー

枝 光 市 民 セ ン タ ー  

 

8 月 ～ １ 月  

 

芸 術 分 野 や 、 そ れ 以 外 の 施 設

や 団 体 ・ ア ー テ ィ ス ト と 協 働

し 、 地 域 が 抱 え る 課 題 等 に つ

い て 、 中 長 期 的 な ビ ジ ョ ン を

共 有 し な が ら 、 そ の 解 決 に 向

か う プ ロ グ ラ ム を 実 施 。 劇 場

が 培 っ て き た 専 門 知 識 や ノ ウ

ハ ウ 、 ア ー テ ィ ス ト や 舞 台 芸

術 の 持 つ 想 像 力 ・ 創 造 性 を 活

か し 、 人 と 人 、 人 と ま ち を 繋

ぎ 、 本 市 に 暮 ら す 誰 も が 心 豊

か な 生 活 を 送 る こ と が で き る

環 境 を 提 案 し た 。  

 

【 ア ー テ ィ ス ト 】  

① 守 田 慎 之 介  

② セ レ ノ グ ラ フ ィ カ  

多 田 淳 之 介  

③ （ 演 劇 ） 有 門 正 太 郎  

 （ ダ ン ス ） 乗 松 薫  

 

① 2 1  

 

② 1 0 4  

 

③ 8 0  
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公 1 - 1 ( 3 )  

 

キ タ ゲ キ サ ポ ー

タ ー 活 動 事 業  

北 九 州 芸 術 劇 場 内  

通 年  

全 １ ０ 回  

劇 場 開 館 よ り 共 に 活 動 し て き

た 劇 場 文 化 サ ポ ー タ ー O B ・

O G を 対 象 に 、『 分 か ち 合

い ・ 発 信 す る 』 を テ ー マ に 実

施 し た 。 サ ポ ー タ ー と し て 得

た 知 識 に 、 観 劇 や ワ ー ク シ ョ

ッ プ の 体 験 を 重 ね 合 わ せ 、 サ

ポ ー タ ー 同 士 で 共 有 し 発 信 す

る こ と で 、 市 民 と 劇 場 と の 懸

け 橋 と な る こ と 、 ま た 劇 場 ミ

ッ シ ョ ン を よ り 浸 透 さ せ る こ

と を 目 指 し 実 施 し た 。  

 

【 活 動 内 容 】  

・ 体 験 （ 共 有 ） と 発 信  

観 劇 や ワ ー ク シ ョ ッ プ の 体 験

後 、 各 々 の 理 解 や 新 た な 気 づ

き を 他 者 と 共 有 し 発 信 す る 。  

 

・ サ ポ ー タ ー 活 動  

公 演 時 の サ ポ ー ト を 行 う 。  

 

 

2 6  

公 1 - 1 ( 3 )  

 

高 校 生 の た め の

演 劇 塾  

 

① 戯 曲 講 座  

 

② 演 技 ・ 演 出 講 座  

（ 夏 期 ゼ ミ ）  

 

③ 舞 台 技 術 講 座  

( モ ギ テ ク )  

 

北 九 州 芸 術 劇 場 内  

① 6 月 ～ 7 月  

 

② 8 月 5 日 （ 火 ）  

～ 7 日 （ 木 ）  

 

③ 8 月２３日（土）  

～２４日（日） 

高 等 学 校 芸 術 ・ 文 化 連 盟 演 劇

部 門 北 九 州 支 部 と の 共 催 で 、

高校生のための「演劇づくり」

の 基 礎 講 座 を 実 施 。 地 域 の 演

劇 人 や 劇 場 ス タ ッ フ を 講 師 と

し た 3 種 の 体 験 型 講 座 ・ 講 習

を 通 し て 、 未 来 の 演 劇 人 の 創

出 お よ び 北 九 州 地 区 高 校 演 劇

部 の レ ベ ル 向 上 を 図 っ た 。  

 

【 デ ィ レ ク タ ー 】  

守 田 慎 之 介  

 

【 講 師 】  

① 山 口 大 器  

② 飯 野 智 子 、 寺 田 剛 史  

門 司 智 美 、 山 口 大 器  

③ 北 九 州 芸 術 劇 場 テ ク ニ カ

ル ス タ ッ フ  

 

 

 

① 3  

 

② 4 9  

 

③ 2 5  
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公 1 - 1 ( 3 )  

 

舞 台 芸 術 表 現 者  

育 成 事 業  

「 キ タ ゲ キ ス ク

ー ル 2 0 2 5 」  

北 九 州 芸 術 劇 場  

小 劇 場 、 創 造 工 房  

4 月 ～ １ １ 月  

 

成 果 発 表 公 演  

1 1 月 2 9 日 （ 土 ）  

～ 3 0 日 （ 日 ）  

２ 公 演  

高 校 卒 業 後 の 若 年 層 を タ ー ゲ

ッ ト に 、 舞 台 芸 術 を 体 系 的 に

学 ぶ 場 を つ く り 、 地 域 の 舞 台

芸 術 を 担 う 次 世 代 を 養 成 す る

プ ロ グ ラ ム 。 国 内 の 第 一 線 で

活 躍 す る 実 演 家 や 地 域 の 表 現

者 を 講 師 に 迎 え 、 ワ ー ク シ ョ

ッ プ 等 の 体 験 か ら ア ー ト マ ネ

ジ メ ン ト や 文 化 政 策 な ど の 知

識 習 得 、 最 終 的 に は 演 劇 作 品

の 創 作 ・ 発 表 ま で を 行 っ た 。  

 

【 対 象 】  

1 8 歳 以 上 2 5 歳 以 下 の 、 表

現 活 動 や 舞 台 芸 術 に 興 味 が あ

る 方  

 

【 総 合 デ ィ レ ク タ ー 】  

守 田 慎 之 介  

 

【 サ ブ デ ィ レ ク タ ー 】  

青 野 大 輔  

 

【 講 師 】  

セ レ ノ グ ラ フ ィ カ  

多 田 淳 之 介  

田 上 豊  

津 村 卓  

土 田 英 生  

泊 篤 志  

内 藤 裕 敬  

中 村 蓉  

山 口 大 器  

吉 本 光 宏  

北 九 州 芸 術 劇 場 テ ク ニ カ ル ス

タ ッ フ  

 

[ 事 前 ﾜ ｰ ｸ ｼ ｮ ｯ

ﾌ ﾟ ・ 面 接 ]  

1 3  

 

[ ｵ ﾘ ｴ ﾝ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ ] 

1 4  

 

[ ﾀ ﾞ ﾝ ｽ ﾜ ｰ ｸ   

ｼ ｮ ｯ ﾌ ﾟ ① ]  

1 2  

 

[ ﾀ ﾞ ﾝ ｽ ﾜ ｰ ｸ   

ｼ ｮ ｯ ﾌ ﾟ ② ]  

1 2  

 

[演劇ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ]  

1 3  

 

[ 戯 曲 講 座 ]  

1 4  

 

[ 演 劇 創 作 講 座

初 級 編 ]  

1 2  

 

[ 俳 優 向 け    

ﾜ ｰ ｸ ｼ ｮ ｯ ﾌ ﾟ ]  

1 1  

 

[ 演 劇 史 講 座 ]  

1 3  

 

[ 文 化 政 策 ・ ｱ ｰ ﾄ 

ﾏ ﾈ ｼ ﾞ ﾒ ﾝ ﾄ 講 座]  

1 3  

 

[ 演 出 講 座 ]  

1 3  

 

[ 作 品 作 り    

ﾜ ｰ ｸ ｼ ｮ ｯ ﾌ ﾟ ]  

1 4  

 

[舞台基礎講座]  

1 4  

 

[ 観 劇 体 験 ]  

1 3  

 

[ 上 演 作 品 稽 古

・ 本 番 ]  

1 4  

 

[成果発表公演]  

1 4 5  
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（ ３ ） 公 演 事 業  

市 民 に 、 よ り 良 質 な 舞 台 芸 術 を 提 供 し た 。  

公 1 - 1 ( 3 )  

 

地域コーディネーター

育 成 プ ロ グ ラ ム  

北 九 州 芸 術 劇 場  

創 造 工 房  

１ １ 月 ８ 日 （ 土 ）  

～ ９ 日 （ 日 ） 

劇 場 が 培 っ て き た 事 業 ノ ウ ハ

ウ を 活 か し 、 芸 術 文 化 や そ れ

以 外 の 様 々 な 分 野 で 活 動 す る

人 々 を 広 く 募 り 、 仲 間 づ く り

を 行 う と 共 に 、 芸 術 文 化 を 核

に し た 地 域 の 活 性 化 を 共 に 考

え 、 実 行 で き る 人 材 を 育 成 す

る プ ロ グ ラ ム 。 ワ ー ク シ ョ ッ

プ 体 験 や 他 地 域 の 事 例 紹 介 を

通 し 、 企 画 立 案 を 行 っ た 。  

 

【 対 象 】  

文 化 ・ 芸 術 活 動 に 興 味 を 持 つ

地 域 住 民 、 公 共 ホ ー ル 職 員 、

行 政 担 当 者 （ 1 8 歳 以 上 ）  

 

【 ア ー テ ィ ス ト ・ 講 師 】  

大 澤 寅 雄 ・ 有 門 正 太 郎 ・ 北 村

成 美 ・ 荒 井 洋 文 ・ 山 内 泰  

 

 

2 0  

公 1 - 1 ( 3 )  

 

創 造 支 援 事 業  

演カツ！！2025 

北 九 州 芸 術 劇 場  

創 造 工 房  

８ 月 ～ １ 月  

演 劇 ・ 演 舞 の 活 動 ・ 活 躍 ・ 活

性 ＝ 「 演 カ ツ 」 の 場 と し て 、

劇 場 内 の 稽 古 場 を 個 人 ま た は

団 体 へ 貸 し 出 し 、 創 造 環 境 の

支 援 を 行 う 事 業 。 地 域 の ア ー

テ ィ ス ト た ち の 新 た な 表 現 活

動 へ の 取 組 や 、 様 々 な 知 識 ・

ノ ウ ハ ウ 獲 得 の サ ポ ー ト を 目

的 と し て 実 施 し た 。  

 

[ S t a g e  M e ] 

1 4  

 

[赤ｼｬﾂﾀﾞﾝｻｰｽﾞ]  

1 4  

事 業 名  場 所 ・ 時 期 等  内 容 等  入 場 者 数 ( 人 )  

公 1 - 1 ( 2 )  

 

ラ ッ パ 屋 第 5 0 回

公 演  

「 は な し づ か 」  

北 九 州 芸 術 劇 場  

中 劇 場  

４ 月 2 7 日 （ 日 ）  

１ 公 演  

「 大 人 が 楽 し め る 芝 居 づ く

り 」 を 掲 げ 、 普 通 に ま じ め に

一 所 懸 命 に 生 き る 男 女 の 日 常

で サ ラ リ ー マ ン を は じ め 、

O L 、 主 婦 、 演 劇 ビ ギ ナ ー か

ら 演 劇 マ ニ ア ま で 幅 広 い 層 か

ら 支 持 を 集 め る ラ ッ パ 屋 の 記

念 す べ き 第 5 0 回 公 演 。 新 作

公 演 は 、 戦 時 下 で 奮 闘 し た 落

語 家 た ち を 描 き 、 劇 団 員 と 客

演 キ ャ ス ト の ほ か 落 語 家 ３ 名

を 迎 え 、 満 足 度 の 高 い 公 演 と

な っ た 。  

 

【 脚 本 ・ 演 出 】  

鈴 木 聡  

 

5 9 8  
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公 1 - 1 ( 2 )  

 

名 取 事 務 所 公 演  

「 燃 え る 花 嫁 」  

北 九 州 芸 術 劇 場  

小 劇 場  

6 月 2 8 日 （ 土 ）  

～ 2 9 日 （ 日 ）  

2 公 演  

若 手 の 視 点 で 前 衛 的 な 会 話 劇

を 発 表 し 続 け て い る ピ ン ク 地

底 人 3 号 が 「 移 民 」 を テ ー マ

に 描 く 新 作 公 演 。 演 出 は 文 学

座 所 属 、 2 0 2 4 年 第 3 1 回

読 売 演 劇 大 賞 で 優 秀 演 出 家 賞

を 受 賞 し た 生 田 み ゆ き 。 架 空

の 日 本 、 難 民 が 暮 ら す と あ る

地 区 を 舞 台 に 綴 る 、 国 の 未 来

に 一 石 を 投 じ る 注 目 作 を 上 演

し た 。  

 

【 作 】  

ピ ン ク 地 底 人 3 号  

【 演 出 】  

生 田 み ゆ き   

 

2 1 2  

ア ロ フ ト ・ サ ー

カ ス ・ ア ー ツ  

「 ブ レ イ ブ ・ ス

ペ ー ス 」  

公 1 - 1 ( 2 )  

北 九 州 芸 術 劇 場  

中 劇 場  

（ 舞 台 上 ）  

8 月 9 日（土） 

～ 1 0 日 （ 日 ）  

3 公 演  

 

公 1 - 1 ( 3 )  

[ 関 連 企 画 ]  

ワ ー ク シ ョ ッ プ  

「 J u m p  i n t o  

t h e  c i r c u s ! ジ ャ

グ リ ン グ ＆ フ ラ ・

フ ー プ に 挑 戦 ！ 」  

北 九 州 芸 術 劇 場  

小 劇 場  

8 月 8 日 （ 金 ）  

１ 回  

 

世 界 で 人 気 を 誇 る サ ー カ ス カ

ン パ ニ ー に よ る 、 パ ン デ ミ ッ

ク に よ っ て 世 界 が 分 断 さ れ た

時 代 に 「 信 頼 で き る コ ミ ュ ニ

テ ィ を つ く る 」 と い う ア イ デ

ア を も と に 生 み 出 さ れ た 作

品 。 舞 台 上 に 現 れ る テ ン ト の

中 で 、 観 客 も 作 品 の 一 員 と し

て 迎 え ら れ る 約 1 時 間 の 体 験

型 パ フ ォ ー マ ン ス で 、 幅 広 い

世 代 の 観 客 を 魅 了 し た 。  

ま た 、 出 演 パ フ ォ ー マ ー に よ

る 体 験 ワ ー ク シ ョ ッ プ を 小 学

3 年 生 ～ 中 学 ３ 年 生 を 対 象 に

実 施 し た 。  

 

【 演 出 ・ コ ン セ プ ト 】  

シ ェ イ ナ ・ ス ワ ン ソ ン  

 

[ 公 演 ]  

2 9 2  

 

[ ﾜ ｰ ｸ ｼ ｮ ｯ ﾌ ﾟ ] 

1 6  

公 1 - 1 ( 2 )  

 

「 最 後 の ド ン ・  

キ ホ ー テ  

T H E  L A S T  

R E M A K E   o f 

Don   Qu i xo te」 

 

 

北 九 州 芸 術 劇 場  

中 劇 場  

1 0 月 2 5 日 （ 土 ）   

～ 2 6 日 （ 日 ） 

3 公 演  

ミ ゲ ル ・ デ ・ セ ル バ ン テ ス の

代 表 小 説 「 ド ン ・ キ ホ ー テ 」

を モ チ ー フ に 創 作 す る 新 作 公

演 。 幅 広 い 世 代 に 親 し ま れ る

古 典 の 名 作 を 、 総 勢 2 0 名 に

及 ぶ 豪 華 出 演 者 と 生 演 奏 を 交

え た 一 大 冒 険 奇 譚 へ と 仕 立 て

贈 る 物 語 は 、 読 売 演 劇 大 賞 最

優 秀 作 品 賞 を 受 賞 す る な ど 、

2 0 2 5 年 を 代 表 す る 作 品 と

し て 高 く 評 価 さ れ た 。  

 

【 作 ・ 演 出 】  

ケラリーノ・サンドロヴィッチ  

 

 

 

1 , 3 0 6  



- 10 - 

公 1 - 1 ( 2 )  

 

日 韓 合 同 公 演  

「 焼 肉 ド ラ ゴ ン 」

（日本語字幕付き）  

北 九 州 芸 術 劇 場  

中 劇 場  

1 2 月 6 日 （ 土 ）  

～ 7 日 （ 日 ）  

2 公 演  

2 0 0 8 年 の 初 演 時 、 東 京 ・

ソ ウ ル 公 演 で 毎 回 ス タ ン デ ィ

ン グ ・ オ ベ ー シ ョ ン と な る 熱

狂 的 な 反 応 で そ の 年 の 演 劇 賞

を 総 な め に し た 話 題 作 を 日 韓

国 交 正 常 化 6 0 周 年 の 2 0 2 5

年 、 4 度 目 の 再 演 （ 北 九 州 で

は 2 度 目 の 上 演 ）。 関 西 の 焼

肉 屋 を 舞 台 に 、 あ る 在 日 コ リ

ア ン の 家 族 を 通 し て 、 日 韓 の

現 在 、 過 去 、 未 来 を 描 き 、 上

演 を 心 待 ち に し た 観 客 の 間 に

大 き な 感 動 を 呼 ん だ 。  

 

【作 ・ 演 出 】  

鄭 義 信  

 

7 1 5  

公 1 - 1 ( 2 )  

 

二 兎 社 公 演 4 9  

「 狩 場 の 悲 劇 」  

北 九 州 芸 術 劇 場  

中 劇 場  

１２月１３日（土）  

～ １ ４ 日 （ 日 ）  

2 公 演  

緻 密 な 人 物 描 写 と 批 評 性 の 強

い 作 品 で 、 名 実 と も に 日 本 演

劇 界 を 代 表 す る 劇 作 家 ・ 永 井

愛 率 い る 二 兎 社 の 新 作 公 演 。

原 作 は チ ェ ー ホ フ の 名 著 『 狩

場 の 悲 劇 』。 帝 政 ロ シ ア の 人

間 社 会 を 映 し た チ ェ ー ホ フ

と 、 人 間 ド ラ マ を 通 し て 日 本

社 会 や 時 代 の 様 相 を 描 く 永 井

愛 の 、 時 間 と 空 間 を 飛 び 越 え

た 奇 跡 の コ ラ ボ レ ー シ ョ ン ミ

ス テ リ ー で 濃 密 な 演 劇 作 品 と

な っ た 。  

 

【 原 作 】  

ア ン ト ン ・ チ ェ ー ホ フ  

 

【 脚 色 ・ 演 出 】  

永 井 愛  

 

8 3 8  

公 1 - 1 ( 2 )  

 

クラウド・ゲイト・

ダ ン ス シ ア タ ー  

（ 雲 門 舞 集 ）  

「 W A V E S 」  

北 九 州 芸 術 劇 場  

中 劇 場  

12 月 21 日（日）  

1 公 演  

2 0 2 3 年 初 演 、 中 国 語 圏 で

初 の 現 代 舞 踊 集 団 ・ 雲 門 舞 集

の 芸 術 監 督 で あ る 鄭 宗 龍 と 、

日 本 が 世 界 に 誇 る デ ジ タ ル メ

デ ィ ア ア ー テ ィ ス ト 真 鍋 大 度

の コ ラ ボ レ ー シ ョ ン プ ロ ジ ェ

ク ト 。 ア ー ト と 先 端 テ ク ノ ロ

ジ ー を 融 合 さ せ 、 新 た な 視 点

を 観 客 に 提 示 し た 。  

 

【 振 付 ・ コ ン セ プ ト 】  

鄭 宗 龍  

 

【 コ ン セ プ ト ・ ビ ジ ュ ア ル ・

音 楽 ・ プ ロ グ ラ ム 】  

真 鍋 大 度  

 

 

2 6 2  
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（ ４ ） 提 携 ・ 協 力 事 業   

劇 団 や ア ー テ ィ ス ト 、 民 間 企 業 と の 事 業 連 携 等 に よ り 、 様 々 な ジ ャ ン ル の 事 業 を  

実 施 し た 。  

ダ ン ス 作 品 兼 演 劇

作 品  

「 ダ ン ス の 審 査 員

の ダ ン ス 」  

公 1 - 1 ( 2 )  

北 九 州 芸 術 劇 場  

中 劇 場  

1 月 2 5 日 （ 日 ）  

1 公 演  

 

公 1 - 1 ( 3 )  

[ 関 連 企 画 ]  

酒 井 は な ダ ン ス ・

バ レ エ ワ ー ク シ ョ

ッ プ  

北 九 州 芸 術 劇 場  

創 造 工 房  

1 月 １ ８ 日 （ 日 ）  

２ 回  

現 代 演 劇 の 最 前 線 に 立 ち 、 海

外 で も 高 い 評 価 を 受 け る 演 劇

作 家 ･ 岡 田 利 規 に よ る 新 作 公

演 。 国 内 外 で 活 躍 す る 注 目 の

ダ ン サ ー 、 俳 優 、 気 鋭 の 音 楽

家 や 舞 台 美 術 家 も 加 わ り 、 ダ

ン ス や 演 劇 と い う 領 域 を 超 え

た ジ ャ ン ル レ ス 作 品 を 上 演 し

た 。 ま た 、 出 演 者 の ひ と り で

あ る 世 界 的 バ レ リ ー ナ 、 酒 井

は な の ワ ー ク シ ョ ッ プ も 好 評

を 博 し た 。  

 

【作・演出・振付】  

岡 田 利 規  

[ 公 演 ]  

2 2 4  

 

[ ﾜ ｰ ｸ ｼ ｮ ｯ ﾌ ﾟ ] 

2 6  

事 業 名  場 所 ・ 時 期 等  内 容 等  入 場 者 数 ( 人 )  

公 1 - 1 ( 5 )  

 

【 協 力 】  

パ ル コ ・ プ ロ デ

ュ ー ス 2 0 2 5  

「 先 生 の 背 中 ～ あ

る 映 画 監 督 の 幻 影

的 回 想 録 ～ 」  

北 九 州 芸 術 劇 場  

大 ホ ー ル  

7 月 1 1 日 （ 金 ）  

～ 1 2 日 （ 土 ）  

２ 公 演  

 

映 画 監 督 と し て の 活 躍 に と ま

ら ず 舞 台 で も 評 価 の 高 い 行 定

勲 と 、 ド ラ マ 、 映 画 、 声 優 と

ジ ャ ン ル を 問 わ ず 活 躍 し 、 舞

台 に も 意 欲 的 に 取 り 組 み 各 方

面 か ら 高 い 評 価 を 集 め 続 け る

中 井 貴 一 と の 最 強 タ ッ グ が 、

1 0 年 ぶ り に 舞 台 作 品 で 復 活

し た 話 題 作 を 上 演 し た 。  

【 作 】 鈴 木 聡  

【 演 出 】 行 定 勲  

2 , 1 0 1  

公 1 - 1 ( 5 )  

 

【 協 力 】  

「 み ん な 鳥 に な っ

て 」  

北 九 州 芸 術 劇 場  

大 ホ ー ル  

8 月 1 5 日 （ 金 ）  

～ 1 7 日 （ 日 ） 

４ 公 演  

 

作 家 ワ ジ デ ィ ・ ム ワ ワ ド が

2 0 1 6 年 に パ リ ・ 国 立 コ リ

ー ヌ 劇 場 の 芸 術 監 督 に 就 任

す る 際 に 発 表 し 、 そ の 後 も

再 演 を 繰 り 返 し た 代 表 作 の

ひ と つ 。 こ の 大 胆 に し て 緻

密 な 戯 曲 を 、 数 々 の 演 劇 賞

を 受 賞 し 次 期 新 国 立 劇 場 芸

術 監 督 に 就 任 予 定 で 、 演 劇

界 を 担 っ て い く 演 出 家 、 上

村 聡 史 に よ る 演 出 で 上 演 し

た 。  

【 作 】 ワ ジ デ ィ ・ ム ワ ワ ド  

【 演 出 】 上 村 聡 史  

3 , 2 6 3  

公 1 - 1 ( 5 )  

 

【 協 力 】  

赤 堀 雅 秋 プ ロ デ

ュ ー ス  

「 震 度 ３ 」  

北 九 州 芸 術 劇 場  

中 劇 場  

9 月 1 9 日 （ 金 ）  

～ 2 1 日 （ 日 ） 

4 公 演  

劇 作 家 ・ 演 出 家 ・ 俳 優 ・ 映 画

監 督 と し て 幅 広 く 活 躍 す る 赤

堀 雅 秋 に よ る プ ロ デ ュ ー ス 公

演 。 喜 劇 的 ス タ ン ス を 軸 に し

た 作 品 を 、 時 代 を 捉 え た 空 気

感 と 、 荒 川 良 々 、 丸 山 隆 平 な

ど 注 目 の キ ャ ス ト に よ り 上 演

し た 。  

【 作 ・ 演 出 】 赤 堀 雅 秋  

2 , 5 2 5  
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公 1 - 1 ( 5 )  

 

【 協 力 】  

B u n k a m u r a  

P r o d u c t i o n  

2 0 2 5 「 ア リ バ

バ 」「 愛 の 乞 食 」  

北 九 州 芸 術 劇 場  

大 ホ ー ル  

9 月 2 7 日 （ 土 ）  

～ 2 8 日 （ 日 ） 

２ 公 演  

 

唐 十 郎 初 期 の 名 作 戯 曲 を 、

“ 関 西 弁 ” と い う 新 し い ア プ

ロ ー チ で 、 安 田 章 大 主 演 、 新

宿 梁 山 泊 主 宰 の 金 守 珍 演 出 に

よ り 二 作 連 続 上 演 し た 。  

 

【 作 】  

唐 十 郎  

【 脚 色 ・ 演 出 】  

金 守 珍  

2 , 3 3 7  

公 1 - 1 ( 5 )  

 

【 提 携 】  

飛 ぶ 劇 場  

V o l . 4 8 「 パ ケ ケ

タ ス が や っ て 来

る 」  

北 九 州 芸 術 劇 場  

小 劇 場  

1 0 月 ３ 日 （ 金 ）  

～ ５ 日 （ 日 ）  

4 公 演  

北 九 州 を 拠 点 に 結 成 3 5 年 を

超 え る 老 舗 劇 団 、 飛 ぶ 劇 場 の

新 作 公 演 。 時 代 を 鋭 く 切 り 取

る 社 会 性 と エ ン タ ー テ イ ン メ

ン ト 性 の 高 さ で 老 若 男 女 に 人

気 を 博 し て お り 、 今 回 は 「 よ

い 人 生 と は 何 な の か ？ 」 を 問

う 老 人 た ち の 「 自 分 取 り 戻

し 」 冒 険 活 劇 を 上 演 し た 。  

 

【 作 ・ 演 出 】  

泊 篤 志  

4 2 2  

公 1 - 1 ( 5 )  

 

【 提 携 】  

E P O C H  M A N  

「 我ら宇宙の塵」  

北 九 州 芸 術 劇 場  

小 劇 場  

1 1 月 1 4 日 （ 金 ）  

～ 1 6 日 （ 日 ）  

5 公 演  

5 名 の 出 演 者 と 1 体 の パ ペ ッ

ト が 繰 り 広 げ る 、 宇 宙 と 生 命

の 物 語 。 2 0 2 3 年 に 初 演 、

第 3 1 回 読 売 演 劇 大 賞 優 秀 作

品 賞 、 優 秀 演 出 家 賞 、 最 優 秀

女 優 賞 に 輝 い た 話 題 作 。 現 地

キ ャ ス ト で の ロ ン ド ン 公 演 を

経 て 、 オ リ ジ ナ ル キ ャ ス ト に

よ る 待 望 の 再 演 は 好 評 を 博 し

た 。  

 

【 作 ・ 演 出 ・ 美 術 】  

小 沢 道 成  

6 5 0  

公 1 - 1 ( 5 )  

 

【 協 力 】  

舞 台 「 チ 。 ― 地

球 の 運 動 に つ い

て ― 」  

北 九 州 芸 術 劇 場  

大 ホ ー ル  

11 月 29 日（土） 

～ 3 0 日 （ 日 ） 

３ 公 演  

 

胸 を 掴 む 怒 涛 の セ リ フ と 予 想

の つ か な い ダ イ ナ ミ ッ ク な 展

開 に 、 漫 画 フ ァ ン の み な ら ず

多 く の 読 者 が 虜 に な っ た 人 気

作 品 の 舞 台 化 。  

地 球 の 真 理 を 知 る こ と に 魅 せ

ら れ 命 を 懸 け る 人 間 た ち を 描

い た 衝 撃 作 を 、 全 く 新 し い 演

劇 作 品 と し て 創 作 、 窪 田 正

孝 、 森 山 未 來 な ど の 人 気 俳 優

に よ り 上 演 し た 。  

 

【 原 作 】  

魚 豊  

【 脚 本 】  

長 塚 圭 史  

【 演 出 】  

ア ブ シ ャ ロ ム ・ ポ ラ ッ ク  

3 , 5 6 5  
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公 1 - 1 ( 5 )  

 

【 協 力 】  

ヨ ー ロ ッ パ 企 画

第 4 4 回 公 演  

「 イ ン タ ー ネ 島

エ ク ス プ ロ ー ラ

ー 」   

北 九 州 芸 術 劇 場  

中 劇 場  

2 月 1 4 日 （ 土 ）  

～ 1 5 日 （ 日 ） 

 

２ 公 演  

映 画 「 サ マ ー タ イ ム マ シ ン ・

ブ ル ー ス 」 の 原 案 で も 知 ら れ

る 京 都 発 の 人 気 劇 団 の 新 作 公

演 。 登 場 人 物 や 独 特 の ゆ る い

日 常 会 話 な ど 、 様 々 な ア イ テ

ム を 絡 ま せ な が ら 、 実 験 的 な

“ 笑 い ” の 空 間 を 創 出 し た 。  

 

【 作 ・ 演 出 】 上 田 誠  

8 9 9  

公 1 - 1 ( 5 )  

 

【 協 力 】  

「 ピ グ マ リ オ ン

－PYGMALION－」」 

北 九 州 芸 術 劇 場  

大 ホ ー ル  

2 月 ２ １ 日 （ 土 ）  

～ ２ ３ 日 （ 月 ・ 祝 ）  

４ 公 演  

シ ェ イ ク ス ピ ア に 次 ぐ 英 国 人

劇 作 家 の 巨 匠 で あ り ノ ー ベ ル

賞 作 家 で あ る バ ー ナ ー ド ・ シ

ョ ー の 代 表 作 『 ピ グ マ リ オ

ン 』。 1 9 1 3 年 に ウ ィ ー ン の

ホ ー フ ブ ル ク 座 で 初 演 さ れ て

以 来 、 今 も な お 世 界 中 で 愛 さ

れ 続 け る 名 作 を 沢 尻 エ リ カ ＆

六 角 精 児 ら の 豪 華 キ ャ ス ト に

よ り 上 演 し た 。  

 

【 作 】 ジ ョ ー ジ ・ バ ー ナ ー

ド ・ シ ョ ー  

【 演 出 】 ニコラス・バーター 

【 翻 訳 】 髙 田 曜 子  

2 , 7 7 7  

公 1 - 1 ( 5 )  

 

【 提 携 】  

｢ C h o r e o g r a p h

e r s 2 0 2 5 ｣  

北 九 州 公 演  

次代の振付家による

ダ ン ス 作 品 上 演 ＆

ト ー ク  

 

[ 選 考 会 ]  

北 九 州 芸 術 劇 場  

創 造 工 房  

９ 月 １ ４ 日 （ 日 ）  

[ 公 演 ]  

北 九 州 芸 術 劇 場  

小 劇 場  

2 月 2 2 日 （ 日 ）  

1 公 演  

[ 関 連 企 画 ]  

＜ オ ド ル お 茶 会 ＞

ワ ー ク シ ョ ッ プ  

北 九 州 芸 術 劇 場  

創 造 工 房  

2 月２３日（月・祝） 

１ 回  

ダ ン ス の 創 造 支 援 や 普 及 に 取

り 組 む N P O 法 人 ジ ャ パ ン ・

コ ン テ ン ポ ラ リ ー ダ ン ス ・ ネ

ッ ト ワ ー ク が 行 う 事 業 。 気 鋭

の 振 付 家 の 作 品 を 連 続 上 演 し

全 国 各 地 の ダ ン ス の 起 爆 剤 と

な る こ と を 目 指 す も の 。  

「 K Y O T O  C H O R E O G R  

A P H Y  A W A R D （ K C A ）

2 0 2 4 」 の 振 付 家 に よ る 2 作

品 の ほ か 、 公 募 ・ 選 考 会 を 経

て 選 出 さ れ た 福 岡 県 に 縁 の あ

る 2 人 の 振 付 家 が 作 品 を 上 演

し た 。  

 

[ 選 考 会 ]  

1 4  

 

[ 公 演 ]  

1 0 1  

 

[ ﾜ ｰ ｸ ｼ ｮ ｯ ﾌ ﾟ ] 

1 0  

公 1 - 1 ( 5 )  

 

【 提 携 】  

舞 台 「 世 界 の 終 り

と ハ ー ド ボ イ ル

ド ・ ワ ン ダ ー ラ ン

ド 」  

北 九 州 芸 術 劇 場  

大 ホ ー ル  

２ 月 ２ ８ 日 （ 土 ）  

～ 3 月 １ 日 （ 日 ）  

３ 公 演  

日 本 を 代 表 す る 世 界 的 作 家 ・

村 上 春 樹 が 3 6 歳 の 時 に 発

表 、 海 外 で も 人 気 の 高 い 長 編

小 説 『 世 界 の 終 り と ハ ー ド ボ

イ ル ド ・ ワ ン ダ ー ラ ン ド 』

が 、 フ ィ リ ッ プ ・ ド ゥ ク フ レ

演 出 ・ 振 付 に よ り 舞 台 化 。 日

本 屈 指 の 実 力 派 俳 優 ・ 藤 原 竜

也 が 満 を 持 し て 初 め て 村 上 春

樹 作 品 に 挑 み 、 新 境 地 を 切 り

開 い た 。  

【 原 作 】 村 上 春 樹  

【 演 出 ・ 振 付 】  

フ ィ リ ッ プ ・ ド ゥ ク フ レ  

【 脚 本 】 高 橋 亜 子  

3 , 5 4 3  
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（ ５ ） 支 援 事 業  

大 ホ ー ル ・ 中 劇 場 ・ 小 劇 場 の 各 施 設 利 用 者 に 対 し て 、「 提 案 す る 劇 場 」 を モ ッ ト ー  

に 経 験 豊 富 な ス タ ッ フ が ア ド バ イ ス を 行 い 、 市 民 の 文 化 活 動 を 支 援 す る ほ か 、 地 元 劇

団 等 の 地 域 で の 作 品 創 造 や 上 演 の 環 境 づ く り を 支 援 す る 事 業 を 実 施 し た 。  

 

公 1 - 1 ( 5 )  

 

【 提 携 】  

太 め パ フ ォ ー マ

ン ス  

「 B I G  S w a n s 」 

北 九 州 芸 術 劇 場  

小 劇 場  

3 月 6 日 （ 金 ）  

～ 8 日 （ 日 ）  

３ 公 演  

 

[関 連 企 画 ]  

井 手 茂 太 と 振 り 返

る 、 太 め パ フ ォ ー マ

ン ス 過 去 作 品 上 映   

北 九 州 芸 術 劇 場  

セ ミ ナ ー ル ー ム  

３ 月 ６ 日 （ 金 ）  

１ 回  

北 九 州 を 拠 点 に 活 動 す る 太 め

パ フ ォ ー マ ン ス の 乗 松 薫 と 鉄

田 え み が 振 付 、 モ モ ン ガ ・ コ

ン プ レ ッ ク ス の 白 神 も も こ が

演 出 を 手 掛 け る 、 太 め パ フ ォ

ー マ ン ス 最 新 作 。 2 0 2 5 年

3 月 ま で 鉄 田 が 書 き 遺 し た 創

作 メ モ を 原 案 と し て 、 乗 松 が

い ま で き る 最 大 限 で 挑 む 「 大

き な 白 鳥 」 を 上 演 し た 。  

 

【 作 】 太 め パ フ ォ ー マ ン ス  

【 演 出 】 白 神 も も こ （ モ モ

ン ガ ・ コ ン プ レ ッ ク ス ）  

【 振 付 】 乗 松 薫 、 鉄 田 え み  

 

[ 公 演 ]  

2 5 1  

 

[過去作品上映]  

3 2  

 

公 1 - 1 ( 5 )  

 

【 提 携 】  

M O N O 第 ５ 3 回

公演「退屈忍者」   

北 九 州 芸 術 劇 場  

小 劇 場  

3 月 1 4 日 （ 土 ）  

～ 1 5 日 （ 日 ） 

３ 公 演  

軽 妙 な 笑 い の 中 に 、 現 代 社 会

や 人 間 の 深 層 心 理 を 織 り 込 む

“ 会 話 劇 ” で 人 気 の 関 西 の 老

舗 劇 団 M O N O の 新 作 公 演 。

T V や 映 画 な ど の 脚 本 家 と し

て も 活 躍 し て い る 土 田 英 生 の

作 ・ 演 出 で 上 演 し た 。  

 

【 作 ・ 演 出 】 土 田 英 生  

 

3 1 1  

公 1 - 1 ( 5 )  

 

【 協 力 】  

中 村 勘 九 郎  中 村

七 之 助  

春暁歌舞伎特別公演

２ ０ ２ ６  

北 九 州 芸 術 劇 場  

大 ホ ー ル  

3 月 2 1 日 （ 土 ）  

2 公 演  

中 村 勘 九 郎 、 中 村 七 之 助 を 中

心 に 、 中 村 屋 一 門 が 毎 年 行 う

全 国 巡 業 公 演 。 歌 舞 伎 を 初 め

て 観 劇 す る 人 に も 楽 し ん で も

ら え る よ う 、 工 夫 を 凝 ら し た

ト ー ク シ ョ ー も 交 え た 公 演 を

実 施 し た 。  

2 , 4 6 6  

事 業 名  場 所 ・ 時 期 ・ 内 容 等  

創 造 支 援 事 業  

演 カ ツ ！ ！ 2 0 2 5         

＜ 再 掲 ＞  

（ ２ ） 学 芸 事 業  参 照  

飛 ぶ 劇 場 V o l . 4 8 「 パ ケ ケ タ

ス が や っ て 来 る 」         

＜ 再 掲 ＞  

（ ４ ） 提 携 ・ 協 力 事 業  参 照  

太 め パ フ ォ ー マ ン ス 「 B I G  

S w a n s 」   

＜ 再 掲 ＞  

（ ４ ） 提 携 ・ 協 力 事 業  参 照  
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（ ６ ） 地 域 文 化 振 興 事 業 （ 受 託 事 業 ）  

市 民 が 優 れ た 芸 術 文 化 に 接 す る 機 会 を 提 供 す る た め に 公 演 事 業 を 実 施 し た 。  

 

（７ ）その他  

地 域 に 開 か れ た 劇 場 と し て 、 よ り 気 軽 に 劇 場 へ 足 を 運 べ る 取 り 組 み を 行 っ た 。  

 

 

 

 

 

 

事 業 名  場 所 ・ 時 期 等  内 容 等  入 場 者 数 ( 人 )  

公 1 - 1 ( 2 )  

公 1 - 2  

第 5 5 回 北 九 州 市

フ ァ ミ リ ー 劇 場  

― 角 笛 シ ル エ ッ ト

劇 場 ―  

「 や さ し い ラ イ オ

ン 」 「 つ の ぶ え の

う た 」  

市 内 市 民 会 館 （ 門 司

・ 戸 畑 ・ 若 松 ）、 黒

崎 ひ び し ん ホ ー ル 、

北 九 州 芸 術 劇 場 大 ホ

ー ル  

５ 月 ２ ０ 日 （ 火 ）  

～ 2 ７ 日 （ 火 ）  

※５月２５日（日）は休演日  

7 公 演  

劇 団 角 笛 に よ る 、 幻 想 的 で 色

鮮 や か な 影 絵 劇 。 幼 い 頃 か ら

舞 台 芸 術 に 親 し ん で も ら う た

め 、 幼 児 ・ 親 子 が 楽 し め る 良

質 な 観 劇 の 機 会 を 提 供 し た 。  
3 , 6 6 8  

公 1 - 1 ( 2 )  

公 1 - 2  

 

人 形 浄 瑠 璃  

「 文 楽 」  

戸 畑 市 民 会 館  

大 ホ ー ル   

３ 月 ４ 日 （ 水 ）  

２ 公 演  

太 夫 、 三 味 線 、 人 形 の 三 位 一

体 が 織 り な す 情 緒 豊 か な 日 本

の 伝 統 芸 能 と し て 、 ユ ネ ス コ

世 界 無 形 文 化 遺 産 に も 登 録 さ

れ た 日 本 の 伝 統 芸 能 「 文 楽 」

の 公 演 を 実 施 し た 。  

1 , 0 2 2  

事 業 名  場 所 ・ 時 期 等  内 容 等  入 場 者 数 ( 人 )  

公 1 - 1 ( 3 )  

 

キ タ ゲ キ ヒ ラ ク

プ ロ ジ ェ ク ト  

 

① 「 行 こ う ！ 劇

場 さ ん ぽ 」  

 

② 「 劇 場 ナ イ ト

ツ ア ー 」  

 

③ 「 キ タ ゲ キ の

森 」  

  

北 九 州 芸 術 劇 場  

大 ホ ー ル  

① 8 月 １ １ 日  

（ 月 ・ 祝 ）  

 

② ３ 月 １ ７ 日 （ 火 ）   

 

③ リ バ ー ウ ォ ー ク

北 九 州 内  

募 集 期 間 ：  

9 月 1 7 日 （ 水 ）  

～ 1 2 月 2 6 日 （ 金 ）  

掲 出 期 間 ：  

2 月 3 日 （ 火 ）  

～ 3 月 2 2 日 （ 日 ）   

空 き 日 を 活 用 し た 施 設 開 放 、

見 学 ツ ア ー 等 に 取 り 組 ん だ 。  

ま た 、 リ バ ー ウ ォ ー ク 北 九 州

や 劇 場 に メ ッ セ ー ジ ボ ー ド を

設 置 し 市 民 の 声 を 集 め 、 集 ま

っ た も の を 掲 出 す る 取 組 み も

行 っ た 。       

① 6 4  

 

② 4 3  

 

③ ｱ ｲ ﾃ ﾞ ｱ 数  

6 5 0  
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２  音 楽 文 化 の 振 興  

北 九 州 市 の 音 楽 文 化 の 中 核 施 設 で あ る 響 ホ ー ル に お い て 、「 創 造 と 発 信 （ 創

造 ・ 公 演 事 業 ）」「 育 成 と 継 承 （ 育 成 事 業 ）」「 地 域 連 携 に よ る 心 豊 か な 社 会 の 実

現 （ 連 携 ・ 支 援 ・ 地 域 文 化 振 興 事 業 ）」 を ミ ッ シ ョ ン に 事 業 展 開 し 、 市 民 の 多 様

な ニ ー ズ に 応 え 、 音 楽 文 化 の 振 興 を 行 っ た 。  

 

（ １ ） 創 造 事 業  

響 ホ ー ル オ リ ジ ナ ル の コ ン サ ー ト を 創 造 し 、 発 信 力 の 高 い 音 楽 文 化 の 振 興 に 取 り 組

み 、 地 域 の 音 楽 文 化 を 牽 引 す る 企 画 制 作 を 行 っ た 。  

事 業 名  時 期 ・ 場 所 等  内 容 等  入 場 者 数 ( 人 )  

公 1 - 1 ( 2 )  

 

響 シ リ ー ズ  ⅰ  

 

ア レ ク サ ン ド ル ・

メ ル ニ コ フ × ク ァ

ル テ ッ ト ・ イ ン テ

グ ラ  

響 ホ ー ル  

7 月 5 日 （ 土 ）  

 

響 ホ ー ル オ リ ジ ナ ル 企 画 の

２ 時 間 の ク ラ シ ッ ク コ ン サ

ー ト 。  

ク ァ ル テ ッ ト ・ イ ン テ グ ラ

は 本 公 演 に 併 せ て 、「 地 域 訪

問 コ ン サ ー ト 」「 響 ホ ー ル へ

よ う こ そ ！ 」 へ も 出 演 し

た 。  

3 3 7  

2 0 2 5 北 九 州 国 際

音 楽 祭  

特 別 プ ロ グ ラ ム  

ま る っ と E n j o y ！

響 ホ ー ル で 夏 休 み  

公 1 - 1 ( 2 )  

響 ホ ー ル  

8 月 1 0 日 （ 日 ）  

 

公 1 - 1 ( 3 )  

関 連 事 業  

ま ろ さ ん の ヴ ァ イ オ

リ ン が 上 手 く な る ひ

み つ  

３ 歳 以 上 対 象 で 入 場 無 料 。

気 軽 に 参 加 し て 本 格 的 な ク

ラ シ ッ ク 音 楽 鑑 賞 な ど を 楽

し め る イ ベ ン ト 。 響 ホ ー ル

と 音 楽 祭 を 身 近 に 感 じ て も

ら う こ と を 目 的 に 実 施 し

た 。  

（ 荒 天 の た め 公 演 を 4 0 分 短

縮 し て 実 施 し た ）  

 

4 6 6  

2 0 2 5 北 九 州 国 際

音 楽 祭  

鳥 羽 咲 音 [ チ ェ ロ ]  

鳥 羽 泰 子 [ ピ ア ノ ]  

公 1 - 1 ( 2 )  

西 日 本 工 業 倶 楽 部  

１ １ 月 ５ 日 （ 水 ）  

 

公 1 - 1 ( 3 )  

関 連 事 業  

楽 し み か た 聴 き ど こ

ろ 講 座  

地 域 の 財 産 で あ る 国 定 重 要

文 化 財 の 西 日 本 工 業 倶 楽 部

を 会 場 と す る 例 年 人 気 の コ

ン サ ー ト 。 新 進 気 鋭 の チ ェ

リ ス ト を 迎 え た 。  9 3  

2 0 2 5 北 九 州 国 際

音 楽 祭  

住 谷 美 帆 、 上 野 耕 平  

サ ク ソ フ ォ ン  デ ュ

オ  リ サ イ タ ル  

高 橋 優 介 [ ピ ア ノ ]  

 

公 1 - 1 ( 2 )  

響 ホ ー ル  

１ １ 月 ９ 日 （ 日 ）  

 

公 1 - 1 ( 3 )  

関 連 事 業  

地 域 訪 問 コ ン サ ー ト  

門司総合特別支援学校  

1 1 月 1 0 日 ( 月 )   

中 学 生 の 鑑 賞 教 室

１ ・ ２  

楽 し み か た 聴 き ど こ

ろ 講 座  

 

今 、 最 も 注 目 さ れ 、 人 気 実

力 と も に 備 え た 二 人 の ク ラ

シ ッ ク サ ク ソ フ ォ ン 奏 者 に

よ る 初 の デ ュ オ ・ リ サ イ タ

ル を 開 催 。 サ ク ソ フ ォ ン の

魅 力 を 存 分 に 披 露 し た 。  

4 2 0  
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2 0 2 5 北 九 州 国 際

音 楽 祭  

ハ ー ゲ ン ・ ク ァ ル

テ ッ ト [弦楽四重奏] 

w i t h 谷  昂 登 [ ピ ア

ノ ]  

公 1 - 1 ( 2 )  

響 ホ ー ル  

１ １ 月 １ ５ 日 ( 土 )  

 

公 1 - 1 ( 3 )  

関 連 事 業  

楽 し み か た 聴 き ど こ

ろ 講 座  

本 市 出 身 の 谷 昂 登 は 世 界 に

羽 ば た く 若 手 ピ ア ニ ス ト と

し て 大 変 注 目 を 集 め て い

る 。 今 回 は 、 世 界 屈 指 の 弦

楽 四 重 奏 団 で あ る ハ ー ゲ

ン ・ ク ァ ル テ ッ ト と 初 共

演 。 ハ ー ゲ ン ・ ク ァ ル テ ッ

ト の 日 本 ツ ア ー で は 、 本 公

演 で の み ピ ア ノ 五 重 奏 曲 を

披 露 し た 。  

5 2 9  

2 0 2 5 北 九 州 国 際

音 楽 祭  

マ イ ス タ ー ・ ア ー ル

ト × ラ イ ジ ン グ ス タ

ー  オ ー ケ ス ト ラ  

 

コ ン サ ー ト マ ス タ ー

篠 崎 史 紀  

ソ リ ス ト ･ 合 唱  

東 京 オ ペ ラ シ ン ガ

ー ズ  

公 1 - 1 ( 2 )  

響 ホ ー ル  

1 1 月 2 3 日  

( 日 ・ 祝 )  

 

公 1 - 1 ( 3 )  

関 連 事 業  

楽 し み か た 聴 き ど こ

ろ 講 座  

本 音 楽 祭 の オ リ ジ ナ ル オ ー

ケ ス ト ラ に よ る 名 物 企 画 。

コ ン サ ー ト マ ス タ ー は 、 本

市 出 身 で 文 化 大 使 の 篠 崎 史

紀 が 務 め 、 メ ン バ ー は 、 国

内 主 要 オ ー ケ ス ト ラ の ト ッ

プ 奏 者 と 新 進 気 鋭 の 若 手 奏

者 に よ り 構 成 。 1 2 回 目 と

な る 今 回 は 、 東 京 オ ペ ラ シ

ン ガ ー ズ を 迎 え 、 ベ ー ト ー

ヴ ェ ン 『 第 九 』 に 取 り 組 ん

だ 。  

5 6 7  

2 0 2 5 北 九 州 国 際

音 楽 祭  

三 浦 一 馬 [ バ ン ド ネ

オ ン ]  

関  朋 岳 [ ピ ア ノ ]  

佐 藤 晴 真 [ チ ェ ロ ]  

ニ ュ ウ ニ ュ ウ [ ピ ア

ノ ]  

 

公 1 - 1 ( 2 )  

響 ホ ー ル  

１ １ 月 ２ ９ 日 ( 土 )  

 

公 1 - 1 ( 3 )  

関 連 事 業  

中 学 生 の 鑑 賞 教 室

３ ・ ４  

楽 し み か た 聴 き ど こ

ろ 講 座  

近 年 特 に ピ ア ソ ラ の 演 奏 に

力 を 入 れ て い る 三 浦 一 馬

が 、 響 ホ ー ル の 音 響 環 境 に

合 っ た 特 別 編 成 を 組 ん で オ

ー ル ・ ピ ア ソ ラ  プ ロ グ ラ ム

を 披 露 し た 。  

4 8 1  

響 シ リ ー ズ  ⅱ  

 

共 鳴 す る 音 楽 会  

（紀尾井ホール共催）  

 

公 1 - 1 ( 2 )  

響 ホ ー ル  

2 月 8 日 （ 日 ）  

 

公 1 - 1 ( 3 )  

関 連 事 業  

地 域 訪 問 コ ン サ ー ト  

一 枝 小 学 校 、 尾 倉 中

学 校 （ イ ン リ ー チ ）  

1 月 1 3 日 （ 火 ）  

楽 し み か た 聴 き ど こ

ろ 講 座  

邦 楽 と ク ラ シ ッ ク 音 楽 を 融

合 さ せ た ２ 時 間 3 0 分 に わ

た る 紀 尾 井 ホ ー ル と の 連 携

企 画 コ ン サ ー ト 。  

本 公 演 前 に 「 聴 き ど こ ろ 講

座 」「 地 域 訪 問 コ ン サ ー ト 」

も 実 施 し た 。  

5 1 8  



- 18 - 

（ ２ ） 公 演 事 業  

音 楽 専 用 ホ ー ル で あ る 響 ホ ー ル の 特 性 を 生 か し 、 質 の 高 い 音 楽 鑑 賞 の 機 会 を 提 供 し た 。  

事 業 名  場 所 ・ 時 期 等  内 容 等  入 場 者 数 ( 人 )  

響 シ リ ー ズ  ⅲ  ⅳ  

① 周 防 亮 介  

[ ヴ ァ イ オ リ ン ]  

髙 木 竜 馬 [ ピ ア ノ ］   

 

② 沖 仁 × 大 萩 康 司

× 小 沼 よ う す け  

“ T R E S ” [ギター] 

公 1 - 1 ( 2 )  

 

 

響 ホ ー ル  

① ６ 月 ２ 1 日 ( 土 )  

 

② 12 月２0 日 (土)  

国 内 外 で 活 動 す る 一 流 ア ー テ

ィ ス ト に よ る ２ 時 間 の コ ン サ

ー ト 。  

ク ラ シ ッ ク 音 楽 を 中 心 に 、 多

様 な ジ ャ ン ル の 公 演 を 実 施 し

た 。  

 

① 3 0 4  

 

② 5 7 1  

響 ホ ー ル へ よ う こ

そ ！  

 

① ク ァ ル テ ッ ト ・

イ ン テ グ ラ  

[ 弦 楽 四 重 奏 ]  

 

② 響 ホ ー ル 室 内 合

奏 団 メ ン バ ー に よ

る [ 弦 楽 四 重 奏 ]  

 

③ 姜 建 華 [ 二 胡 ] ＆

楊 宝 元 [ 中 国 琵 琶 ]  

 

 

公 1 - 1 ( 2 )  

［ 本 公 演 ］  

響 ホ ー ル  

① 7 月 ２ 日 （ 水 ）  

② 9 月 １ 1 日 ( 木 )  

③ 2 月 １ ３ 日 ( 金 )  

公 1 - 1 ( 3 )  

［ 地 域 訪 問 コ ン サ

ー ト ］  

①引野ひまわり学園  

介 護 老 人 保 健 施 設  

伸 寿 苑  

7 月 3 日 （ 木 ）  

 

② ひ び き の 小 学 校  

本 城 市 民 セ ン タ ー  

9 月 1 0 日 ( 水 )  

平 日 （ 昼 ） の 響 ホ ー ル を 活 用

し 、 ト ー ク を 交 え た 6 0 分 間

の コ ン サ ー ト を 実 施 。 新 た な

顧 客 層 を 開 拓 し 、 ク ラ シ ッ ク

音 楽 の 魅 力 を 伝 え る と と も に

本 格 的 な ク ラ シ ッ ク 音 楽 を 聴

く こ と が で き る 響 ホ ー ル の Ｐ

Ｒ を 行 っ た 。  

ま た 、 “ よ り 地 域 に 根 差 し 、

地 元 色 を 打 ち 出 し た コ ン サ ー

ト ” を 目 指 し 、 本 市 出 身 の 演

奏 家 を 起 用 す る な ど （ ② ）、

地 元 演 奏 家 の 支 援 及 び 連 携 、

地 域 の 音 楽 文 化 の 振 興 を 図 っ

た 。 併 せ て 、 ク ラ シ ッ ク 音 楽

愛 好 家 の 裾 野 拡 大 を 目 指 し 、

地 域 訪 問 コ ン サ ー ト を 実 施 し

た 。  

                                                                                       

[ 本 公 演 ]  

  ① 2 5 7  

 

② 2 6 7  

 

③ 5 0 7  

2 0 2 5 北 九 州 国 際

音 楽 祭  

堤 剛 × ス テ ィ ー ヴ

ン ・ イ ッ サ ー リ ス

× 横 坂  源 × 上 野 通

明 [ チ ェ ロ 四 重 奏 ]

沼 沢 叔 音 [ ピ ア ノ ]  

公 1 - 1 ( 2 )  

 

響 ホ ー ル  

１ ０ 月 １ ８ 日 ( 土 )  

8 0 代 、 6 0 代 、 3 0 代 、 2 0

代 の 各 世 代 の ト ッ プ チ ェ リ ス

ト が 特 別 に 集 結 す る 企 画 。 チ

ェ ロ １ 本 か ら ４ 本 ま で 、 様 々

な 編 成 の 楽 曲 に よ り 、 チ ェ ロ

の 魅 力 、 演 奏 者 の 魅 力 満 載 の

公 演 を 実 施 し た 。  

5 2 9  

2 0 2 5 北 九 州 国 際

音 楽 祭  

キ リ ル ・ ゲ ル シ ュ

タ イ ン × 藤 田 真 央

[ ２ 台 ピ ア ノ ]  

公 1 - 1 ( 2 )  

 

響 ホ ー ル  

１ ２ 月 ７ 日 （ 日 ）  

世 界 の 檜 舞 台 を 席 巻 す る 藤 田

真 央 と ヨ ー ロ ッ パ の ク ラ シ ッ

ク 音 楽 シ ー ン で 実 力 ナ ン バ ー

ワ ン の キ リ ル ・ ゲ ル シ ュ タ イ

ン の 師 弟 コ ン ビ に よ る ピ ア ノ

２ 台 で の 演 奏 会 を 実 施 し た 。  

6 6 0  

 

（ 参 考 ）  地 域 訪 問 コ ン サ ー ト  

№  実 施 日  開 催 場 所  対 象  派 遣 演 奏 家  参 加 人 数  

１  

7 月 3 日  

引 野 ひ ま わ り 学 園  園 児 ・ 職 員  
ク ァ ル テ ッ ト ・

イ ン テ グ ラ  

8 0  

２  
介 護 老 人 保 健 施 設  

伸 寿 苑  

施 設 利 用 者 ・ 職

員  
1 5 0  

３  

9 月 10 日 

ひ び き の 小 学 校  小 学 5 ・ 6 年 生  
響 ホ ー ル 室 内 合

奏 団 メ ン バ ー  

福 崎 雅 也 、 加 来

洋 子 、 松 隈 聡 子

、 金 子 鈴 太 郎  

4 8 7  

４  本 城 市 民 セ ン タ ー  一 般 市 民 ・ 職 員 6 0  
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５  10 月 8 日 
障 害 者 支 援 施 設  

ひ よ り の 丘  

利 用 者 と そ の 家

族 ・ 職 員  
お と み っ く  1 7 2  

６  11 月 10 日 
門 司 総 合 特 別 支 援

学 校  
小 学 3 ～ 6 年 生  

上 野 耕 平 、 住 谷

美 帆 、 高 橋 優 介  
8 9  

７  

11 月 18 日 

九 州 女 子 大 学 付 属

折 尾 幼 稚 園  
園 児 ・ 職 員  

篠 崎 史 紀 、 去 川

聖 奈 、 井 上 麗 香

、 齋 藤 華 香 、 豊

永 美 恵 、 渡 辺 繁

弥 、 日 髙 剛 、 菅

沼 希 望 、 市 寛 也  

2 1 5  

８  三 郎 丸 小 学 校  小 学 1 ～ 6 年 生  4 3 0  

９  
11 月 19 日 

志 明 館 小 学 校  全 校 児 童  
去 川 聖 奈 、 井 上

麗 香 、 日 髙 剛 、

市 寛 也 、 菅 沼 希

望 、 鶴 原 壮 一 郎  

7 0  

1 0  花 尾 中 学 校  中 学 1 ～ 3 年 生  4 1 5  

1 1  

1 月 13 日 

一 枝 小 学 校  小 学 5 ・ 6 年 生  野 村 峰 山 、 藤 本

昭 子 、 今 藤 長 龍

郎  

6 7  

1 2  響 ホ ー ル  ス テ ー ジ  
尾 倉 中 学 校  

1 ・ 2 年 生  
5 2  

1 3  
1 月 22 日 

折 尾 東 小 学 校  小学 1～6 年生 

奥 村  愛  

河 野 紘 子  

2 9 1  

1 4  総 合 療 育 セ ン タ ー  入 所 者 ・ 職 員  5 4  

1 5  
1 月 23 日 

大 原 小 学 校  小 学 １ ～ 6 年 生  2 7 3  

1 6  枝 光 小 学 校  小学 1～3・5・６年生 1 3 7  

合 計  3 , 0 4 2  

 

（ ３ ） 育 成 事 業  
鑑 賞 者 、 ア ー テ ィ ス ト 、 ア ー ツ ス タ ッ フ な ど 幅 広 く 文 化 芸 術 の 担 い 手 を 育 成 し 、 次

世 代 に 音 楽 文 化 の 継 承 を 行 っ た 。  

事 業 名  場 所 ・ 時 期 等  内 容 等  入 場 者 数 ( 人 )  

 

公 1 - 1 ( 3 )  

 

N E W ！ 楽 し み か た

聴 き ど こ ろ 講 座  

① ク ラ シ ッ ク コ ン サ

ー ト へ 行 こ う ！  

② 第 九 を 語 る  

③ 北 九 州 国 際 音 楽 祭

へ 行 こ う ！  

④ アーティスト・トーク  

⑤ 新 春 ・ 邦 楽 講 座  

※ ① ～ ④ は 北 九 州 国

際 音 楽 祭 特 別 プ ロ グ

ラ ム と し て 実 施  

① 響 ホ ー ル   

ス テ ー ジ  

５ 月 ２ ４ 日 （ 土 ）  

② 西 日 本 工 業 大 学  

小 倉 キ ャ ン パ ス  

６ 月 ２ ８ 日 （ 土 ）  

③ 西 日 本 工 業 大 学  

小 倉 キ ャ ン パ ス  

９ 月 ７ 日 （ 日 ）  

④ 響 ホ ー ル  

リ ハ ー サ ル 室  

１０月１８日（土）  

⑤ 響 ホ ー ル  

ス テ ー ジ  

１月１２日(月・祝)  

講 座 を 通 じ て 、 響 ホ ー ル の

年 間 ラ イ ン ナ ッ プ ( 北 九 州 国

際 音 楽 祭 含 む ) の 各 公 演 内 容

な ど を 細 や か に 発 信 し た 。

聴 衆 の 育 成 や こ れ ま で 音 楽

に 馴 染 の な い 方 が 親 し む き

っ か け の 場 と し て 、 普 及 、

啓 発 、 振 興 、 教 育 な ど の 役

割 を 担 い 、 公 演 の 広 報 宣 伝

の 場 と し て も 活 用 し た 。  

① 4 0  

 

② 1 2 5  

 

③ 4 2  

 

④ 4 2  

 

⑤ 4 0  

公 1 - 1 ( 3 )  

ア ー ツ ス タ ッ フ  

養 成 講 座  

① お も て な し 講 座  

 

② ③ サ ポ ー ト の 必 要

な 方 へ の 接 遇 講 座  

響 ホ ー ル  

① ６ 月 ４ 日 （ 水 ）  

 

② ６ 月 ５ 日 （ 木 ）  

 

③ 8 月 2 6 日 ( 火 )  

① フ ロ ン ト ス タ ッ フ と し て

必 要 な お も て な し を 学 ぶ た

め の 講 座 を 実 施 し た 。 ② サ

ポ ー ト が 必 要 な お 客 様 へ の

理 解 と 対 応 方 法 を 学 ぶ た め

の 講 座 を 実 施 し た 。  

③ 8 月 に は イ ン ク ル ー シ ブ

公 演 来 場 者 へ の 対 応 を 学 ぶ

講 座 も 実 施 し た 。  

① 3 4  

 

② 2 7  

 

③ 2 6  
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公 1 - 1 ( 3 )  

2 0 2 5 北 九 州 国 際

音 楽 祭  

特 別 プ ロ グ ラ ム  

ま ろ さ ん の ヴ ァ イ オ

リ ン が 上 手 く な る ひ

み つ  

響 ホ ー ル  

リ ハ ー サ ル 室  

８ 月 ９ 日 （ 土 ）  

本 市 出 身 の 元 Ｎ Ｈ Ｋ 交 響 楽

団 特 別 コ ン サ ー ト マ ス タ ー

篠 崎 史 紀 に よ る ヴ ァ イ オ リ

ン 愛 好 者 を 対 象 と し た レ ッ

ス ン を 行 い 、 そ の 様 子 を 一

般 公 開 し た 。  

4 0  

公 1 - 1 ( 3 )  

2 0 2 5 北 九 州 国 際

音 楽 祭  

特 別 プ ロ グ ラ ム  

ま る っ と E n j o y ！

響 ホ ー ル で 夏 休 み  

響 ホ ー ル  

８ 月 1 0 日 （ 日 ）  

３ 歳 以 上 を 対 象 に 入 場 無 料

と し た 、 気 軽 に 参 加 し て 本

格 的 な ク ラ シ ッ ク 音 楽 鑑 賞

な ど を 楽 し め る イ ベ ン ト 。

響 ホ ー ル と 音 楽 祭 を 身 近 に

感 じ て も ら う こ と を 目 的 に

実 施 し た 。  

4 6 6  

＜インクルーシブ＞  

お と み っ く  

「 音 の 旅 」  

公 1 - 1 ( 2 )  

響 ホ ー ル  

①１0 月 7 日（火）  

②10 月 8 日（水）  

公 1 - 1 ( 3 )  

関 連 事 業  

地 域 訪 問 コ ン サ ー ト  

ひ よ り の 丘  

1 0 月 8 日 （ 水 ）  

障 害 の 有 無 に か か わ ら ず 、

大 人 か ら 子 ど も ま で 誰 で も

楽 し め る 音 楽 コ ン サ ー ト 。

施 設 ・ 特 別 支 援 学 校 な ど へ

の 訪 問 コ ン サ ー ト も 実 施 し

た 。  

  ① 8 0  

 

② 1 2 3  

公 1 - 1 ( 3 )  

2 0 2 5 北 九 州 国 際  

音 楽 祭  

教 育 プ ロ グ ラ ム  

① 幼 稚 園 の 訪 問 コ ン

サ ー ト  

 

②③小学生の鑑賞教室  

 

④ 中 学 生 の 訪 問 コ ン

サ ー ト  

① 九 州 女 子 大 学 付 属

折 尾 幼 稚 園  

1 1 月 1 8 日 ( 火 )  

 

② 三 郎 丸 小 学 校  

1 1 月 1 8 日 ( 火 )  

③ 志 明 館 小 学 校  

1 1 月 1 9 日 ( 水 )  

 

④ 花 尾 中 学 校  

1 1 月 1 9 日 ( 水 )  

音 楽 祭 出 演 者 に よ る 訪 問 コ

ン サ ー ト 。 “ 生 の 音 楽 を 聴

く 、 体 感 す る ” を 主 眼 に 実

施 し 、 演 奏 者 に よ る 楽 器 や

曲 目 の 話 を 交 え な が ら 、 分

か り や す く 楽 し め る 内 容 と

し た 。  

① 2 1 5  

 

② 4 3 0  

 

③ 7 0  

 

④ 4 1 5  

公 1 - 1 ( 2 )  

2 0 2 5 北 九 州 国 際  

音 楽 祭  

特 別 プ ロ グ ラ ム  

プ レ ・ コ ン サ ー ト  

響 ホ ー ル  

１ １ 月 ２ ３ 日  

（ 日 ・ 祝 ）  

開 演 前 に オ ー ケ ス ト ラ メ ン

バ ー に よ り 、 金 管 ・ 木 管 ア

ン サ ン ブ ル 、 弦 楽 合 奏 な ど

の プ レ ・ コ ン サ ー ト を 行 っ

た 。  

5 6 7  

 

０ 才 か ら の 親 子 で 楽

し む ク ラ シ ッ ク コ ン

サ ー ト  

公 1 - 1 ( 1 )  

響 ホ ー ル  

1 月 2 4 日 （ 土 ）  

２ 回 公 演  

公 1 - 1 ( 3 )  

関 連 事 業  

地 域 訪 問 コ ン サ ー ト  

折 尾 東 小 学 校  

北 九 州 市 立 総 合 療 育

セ ン タ ー  

１ 月 2 2 日 （ 木 ）  

大 原 小 学 校  

枝 光 小 学 校  

1 月 2 3 日 （ 金 ）  

０ 才 か ら 入 場 で き る コ ン サ

ー ト を 企 画 創 作 。 地 域 訪 問

コ ン サ ー ト を ２ 日 間 行 っ た

後 、 響 ホ ー ル に て 本 公 演 を

午 前 ・ 午 後 の ２ 回 実 施 し

た 。  

9 0 3  

( 2 公 演 )  
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公 1 - 1 ( 3 )  

2 0 2 5 北 九 州 国 際

音 楽 祭  

特 別 プ ロ グ ラ ム  

コ ン サ ー ト ・ ス タ ン

プ ラ リ ー  

音 楽 祭 有 料 プ ロ グ ラ

ム 会 場  

音 楽 祭 期 間 中  

３ つ 以 上 の 対 象 コ ン サ ー ト

の ス タ ン プ を 集 め た 方 に 抽

選 で 、 出 演 者 の サ イ ン 色 紙

な ど を プ レ ゼ ン ト し 、 来 場

者 の 本 音 楽 祭 へ の 愛 着 心 を

育 て 、 リ ピ ー タ ー の 増 加 を

目 指 し 実 施 し た 。  

申 込 人 数  

6 3  

公 1 - 1 ( 3 )  

 

早期教育プロジェクト  

２０２5ｉｎ北九州 

響 ホ ー ル  

2 月 2 1 日 （ 土 ）  

東 京 藝 術 大 学 音 楽 学 部 の 講

師 に よ る 公 開 レ ッ ス ン を 実

施 し た 。  

【 講 師 】 實 川  風 （ ピ ア ノ ）  

6 5  

公 1 - 1 ( 3 )  

 

ハ ー プ 研 究 会  

[ レ ッ ス ン ]  

響 ホ ー ル  

月 ２ 回  

（ 4 0 分 ／ 回 ）  

ハ ー プ に 興 味 を 持 つ 市 民 に

対 し 、 ハ ー プ 演 奏 を 学 ぶ 機

会 の 提 供 を 目 的 と し て 実 施

し た 。  

会 員 1 5  

（延べ 360） 

公 1 - 1 ( 3 )  

 

チ ェ ン バ ロ 教 室  

[ レ ッ ス ン ]  

響 ホ ー ル  

月 ２ 回  

（ ４ ０ 分 ／ 回 ）  

響 ホ ー ル の チ ェ ン バ ロ を 市

民 に 広 く 周 知 す る と と も

に 、 チ ェ ン バ ロ 演 奏 を 学 ぶ

機 会 の 提 供 を 目 的 と し て 実

施 し た 。  

会 員 3  

（延べ 72） 

 

（ ４ ） 連 携 事 業  

音 楽 の 力 を 活 か し 、 様 々 な 団 体 等 と 交 流 ・ 連 携 ・ 協 働 し な が ら 、 地 域 の 活 性 化 や 教  

 育 ・ 福 祉 の 充 実 な ど 、 彩 り あ る 心 豊 か な 社 会 の 実 現 と 魅 力 あ る ま ち づ く り に 貢 献 し た 。  

事 業 名  場 所 ・ 時 期 等  内 容 等  

地 域 訪 問 コ ン サ ー ト  

〈 再 掲 〉  

市 内 小 中 学 校 、 特 別 支 援

学 校 、 障 害 者 施 設 、 高 齢

者 施 設 、 市 民 セ ン タ ー ほ

か  

通 年  

ク ラ シ ッ ク 音 楽 愛 好 家 の 裾 野 拡 大

を 目 指 す た め 、「 響 ホ ー ル へ よ う こ

そ ！ 」 等 の 出 演 者 に よ る 地 域 訪 問

コ ン サ ー ト を 実 施 し た 。  

（ 1 6 公 演 ）   

公 1 - 1 ( 5 )  

公 1 - 1 ( 3 )  

 

 

ひ び き つ な が る  

プ ロ ジ ェ ク ト  

響 ホ ー ル ほ か  

通 年  

・ 市 内 施 設 と の 連 携 企 画 と し て 、

市 立 八 幡 図 書 館 と の 共 催 で 「 朗

読 コ ン サ ー ト 」 を 開 催 し た 。  

（ 参 加 者 数 8 2 名 ）  

・ 都 市 計 画 、 ま ち づ く り を テ ー マ

に 活 動 す る 北 九 州 市 立 大 学 地 域

創 生 学 群 の ゼ ミ 生 と の 連 携 企 画

（ ワ ー ク シ ョ ッ プ や 地 域 で の コ

ン サ ー ト 等 ） を 実 施 し た 。  

（ ワ ー ク シ ョ ッ プ 参 加 者 数 1 4 名 /

コ ン サ ー ト 入 場 者 数 1 6 0 名 ）  

公 1 - 1 ( 3 )  

 

北 九 州 国 際 音 楽 祭  

組 織 委 員 会  

通 年  

本 市 の 財 界 、 音 楽 界 、 教 育 界 等 の

代 表 団 体 よ り 参 画 を 得 て 、 北 九 州

国 際 音 楽 祭 へ 地 元 ニ ー ズ を 反 映 す

る と と も に 、 本 市 の 活 性 化 に 寄 与

し た 。  

公 1 - 1 ( 3 )  

 

年 長 者 研 修 大 学 校 と の  

連 携 事 業  

響 ホ ー ル  

６ 月  

年 長 者 研 修 大 学 校  周 望 学 舎 ・ 穴 生

学 舎 と 連 携 。 音 楽 コ ー ス 受 講 者 へ

響 ホ ー ル の 特 色 や 取 り 組 み の 紹 介

や ス テ ー ジ で 日 頃 の 成 果 発 表 を す

る な ど し 、 響 ホ ー ル へ の 愛 着 醸 成

を 図 っ た 。（ 5 1 名 ）  
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（ ５ ） 支 援 事 業  

地 域 文 化 の 振 興 を 図 る た め 、 市 民 の 音 楽 活 動 を 支 援 す る 取 り 組 み を 行 っ た 。  

事 業 名  場 所 ・ 時 期 等  内 容 等  

公 1 - 1 ( 3 )  

 

中 学 校 合 唱 講 習 会  

響 ホ ー ル  

７ 月 ２ ３ 日 （ 水 ）  

～ ２ ４ 日 （ 木 ）  

北 九 州 市 中 学 校 音 楽 教 育 研 究 会

と の 共 同 主 催 に て 、 中 学 生 及 び

合 唱 団 の た め の 合 唱 講 習 会 を 実

施 し た 。  
【 講 師 】  

田 中 安 茂 （ 合 唱 指 揮 者 ）  

（ 3 1 4 名 ）  

公 1 - 1 ( 3 )  

 

2025北九州国際音楽祭  

協 賛 事 業  

９ 月 ～ １ ２ 月  

本 市 に お け る ク ラ シ ッ ク 音 楽 文 化

等 を 盛 り 上 げ る こ と を 目 的 と し 、

９ 月 ～ １ ２ 月 に 北 九 州 市 内 の 施 設

で 実 施 さ れ る ク ラ シ ッ ク 音 楽 等 の

コ ン サ ー ト を 対 象 に 、 北 九 州 国 際

音 楽 祭 協 賛 事 業 （ 冠 事 業 ） の 公 募

を 実 施 し た 。  

公 1 - 2  

 

響 ホ ー ル お 迎 え バ ス  

響 ホ ー ル  

通 年  

貸 館 時 に 、 八 幡 駅 発 の お 迎 え バ ス

（ ９ 人 乗 り ） を 運 行 し 、 響 ホ ー ル

へ の ア ク セ ス の 利 便 性 向 上 を 図 っ

た 。  

（ 主 催 者 一 部 負 担 ３ , 9 ０ ０ 円 ）  

 

（ ６ ） 地 域 文 化 振 興 事 業 （ 市受 託 事 業 ）  

事 業 名  場 所 ・ 時 期 等  内 容 等  入 場 者 数 ( 人 )  

公 1 - 2  

第 ４ 9 回 北 九 州  

少 年 少 女 合 唱 祭  

戸 畑 市 民 会 館  

7 月 6 日 （ 日 ）  

市 内 外 の 少 年 少 女 合 唱 団 が

一 堂 に 会 し て 発 表 を 行 っ

た 。  
9 4 9  

公 1 - 1 ( 2 )  

公 1 - 2  

第 ４ 6 回 北 九 州 市 レ

デ ィ ー ス コ ー ラ ス

フ ェ ス テ ィ バ ル  

響 ホ ー ル  

３ 月 ２ ０ 日  

（ 金 ・ 祝 ）  

市 内 外 の レ デ ィ ー ス コ ー ラ

ス グ ル ー プ が 一 堂 に 会 し て

発 表 を 行 っ た 。  
9 5 0  

公 1 - 1 ( 2 )  

公 1 - 2  

 

合 唱 組 曲  

「 北 九 州 」 演 奏 会  

北 九 州 芸 術 劇 場  

大 ホ ー ル  

３ 月 8 日 （ 日 ）  

ふ る さ と 讃 歌 で あ る 合 唱 組

曲 「 北 九 州 」 の 演 奏 会 。  

【 出 演 】  

北 九 州 を う た う 会 、 市 内 少

年 少 女 合 唱 団 、 市 内 中 学

校 ・ 高 校 合 唱 部 、 九 州 交 響

楽 団 、 小 倉 祇 園 太 鼓 ほ か  

8 7 8  

公 1 - 1 ( 3 )  

公 1 - 2  

 

北 九 州 市 少 年 少 女

合 唱 団 育 成 事 業  

[ 練 習 ]  

戸 畑 市 民 会 館 ほ か  

毎 週 土 曜 日 1 4 時

か ら  

[ 公 演 ]  

第５1 回定期演奏会  

北 九 州 芸 術 劇 場  

大 ホ ー ル  

１ ２ 月 １ 4 日 ( 日 )  

合 唱 団 の 活 動 を 通 じ て 、 団

員 の 合 唱 技 術 や 音 楽 性 の 向

上 に 努 め 、 情 操 か な 青 少 年

の 育 成 及 び 市 民 文 化 の 向 上

を 図 っ た 。  定 期 演 奏 会  

5 9 2  
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公 1 - 1 ( 3 )  

公 1 - 2  

 

北 九 州 市 ジュ ニ アオ

ーケ ス トラ  

育 成 事 業  

[ 練 習 ]  

大 手 町 練 習 場  

毎 月 ３ 回 日 曜 日  

９ 時 か ら  

[ 公 演 ]   

第 42 回定期演奏会  

北 九 州 芸 術 劇 場  

大 ホ ー ル  

８ 月 ２ 4 日 （ 日 ）  

第 ２ ８ 回 ス プ リ ン グ

コ ン サ ー ト  

北 九 州 芸 術 劇 場  

大 ホ ー ル  

３ 月 2 9 日 （ 日 ）  

オ ー ケ ス ト ラ 活 動 を 通 じ

て 、 団 員 の 演 奏 技 術 や 音 楽

性 の 向 上 に 努 め 、 情 操 豊 か

な 青 少 年 の 育 成 及 び 市 民 文

化 の 向 上 を 図 っ た 。  
定 期 演 奏 会  

6 9 5  

 

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞｺﾝｻｰﾄ 

8 9 6  

2 0 2 5 北 九 州 国 際

音 楽 祭  

中 学 生 の 鑑 賞 教 室  

 

① 住 谷 美 帆 、 上 野

耕 平 サ ク ソ フ ォ ン  

デ ュ オ  リ サ イ タ ル  

高 橋 優 介 [ ピ ア ノ ]  

② 三 浦 一 馬 [ バ ン ド

ネ オ ン ]  

関  朋 岳 [ ヴ ァ イ オ リ

ン ]  

佐 藤 晴 真 [ チ ェ ロ ]  

ニ ュ ウ ニ ュ ウ [ ピ ア

ノ ]  

公 1 - 1 ( 3 )  

 

響 ホ ー ル  

①１１月１１日（火）  

②１１月２８日（金）  

各 日 ２ 公 演  

未 来 を 担 う 青 少 年 に 一 流 の

音 楽 に 触 れ て も ら う た め 、

有 料 プ ロ グ ラ ム に 出 演 す る

演 奏 者 に よ る レ ク チ ャ ー 付

き コ ン サ ー ト を 実 施 し た 。  

① 1 , 1 1 6  

 

② 1 , 1 4 4  

 

３  芸 術 文 化 情 報 の 収 集 及 び 提 供 事 業  

 地 域 の 芸 術 文 化 活 動 や 公 演 の 情 報 提 供 を 行 っ た 。  

事 業 名  時 期 ・ 場 所 等  内 容 等  来 場 者 数 ( 人 )  

公 1 - 1 ( 5 ) , 公 1 - 2  

北 九 州 芸 術 劇 場 ＆ 響

ホ ー ル  
「 情 報 誌 Ｑ 」 の 発 行  

年 ３ 回 発 行  

7 ・ 1 1 ・ 3 月  

1 0 日 号  

各 9 0 , 0 0 0 部  

北 九 州 芸 術 劇 場 ・ 響 ホ ー ル で 行

わ れ る 公 演 情 報 を は じ め 、 実 施

事 業 に つ い て 紹 介 。  

 

公 1 - 1 ( 5 ) , 公 1 - 2  

芸 術 文 化 情 報 セ ン タ

ー の 運 営  

北 九 州 芸 術 劇 場 内  

チ ケ ッ ト ＆ ア ー ト ス ペ ー ス

『 Q - s t a t i o n 』 及 び 市 民 ギ ャ

ラ リ ー の 運 営 、 ホ ー ム ペ ー ジ 等

で 公 演 の 情 報 提 供 等 を 行 っ た 。  

1 8 , 9 4 8  

公 1 - 1 ( 5 ) , 公 1 - 2  

北 九 州 芸 術 劇 場 ＆ 響

ホ ー ル  

会 員 制 度  

「チケットクラブ Q」  

「KICPAC メンバーズ」 

－  

市 民 に よ り 親 し ま れ る 身 近 な 劇

場 ・ 音 楽 堂 を 目 指 し 運 営 。  

【 特 典 】 公 演 な ど 劇 場 ・ 響 ホ ー

ル 事 業 に 関 す る 情 報 の 提 供 、 チ

ケ ッ ト 先 行 予 約 、 ポ イ ン ト 積 立

て に よ る 割 引 等 。  

 

公 1 - 1 ( 5 ) , 公 1 - 2  

北 九 州 市 芸 術 文 化 情

報 サ イ ト 「 か る ぽ ー

」（ ポ ー タ ル サ イ ト ）

の 管 理 運 営  

Ⅴ  地 域 文 化 の 情 報 提 供  参 照  
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４  北 九 州 市 文 化 芸 術 活 動 活 性 化 支 援 事 業  公 1 - 1 ( 4 )  

（ １ ） 北 九 州 市 文 化 芸 術 次 世 代 育 成 事 業 T R Y  A R T s  

本 市 に 文 化 土 壌 の 継 承 と 発 展 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と し て 、 市 民 の 自 主 的 な 文 化 芸 術  

活 動 を 対 象 に 、 経 費 の 一 部 を 助 成 し た 。  

対 象 事 業  交 付 件 数  

令 和 7 年 7 月 1 日 か ら 令 和 8 年 3 月 1 5 日 ま で の 間 に 実 施 さ れ る

市 民 の 文 化 芸 術 活 動  
1 7 件  

 

（ ２ ） 総 合 相 談 窓 口 事 業  

市 内 で 活 動 す る 、 あ る い は 活 動 を 検 討 し て い る 文 化 芸 術 関 係 者 （ 個 人 ・ 団 体 ） の さ ま  

ざ ま な 相 談 に 対 す る 無 料 の 専 門 相 談 窓 口 を 運 営 し 、 伴 走 的 な 支 援 を 行 っ た 。  

 

 

Ⅱ  芸術 文 化施 設 の 管理  公 1 - 2  

北 九 州 市 の 指 定 管 理 者 と し て 、 各 文 化 芸 術 施 設 の 管 理 を 実 施 し た 。  

施  設  名  
令 和 ６ 年 度  令 和 ７ 年 度  増 減 比 較  

利 用 件 数  利 用 人 員  利 用 件 数  利 用 人 員  利 用 件 数  利 用 人 員  

北 九 州 芸 術 劇 場  1 , 4 0 6  2 0 9 , 0 0 8  1 , 4 9 3  2 5 0 , 0 8 9  ８ ７  4 1 , 0 8 1  

響 ホ ー ル  6 , 0 3 2  4 2 , 8 3 1  6 , 2 4 1  4 3 , 9 8 8  2 0 9  1 , 1 5 7  

大 手 町 練 習 場  2 7 , 2 3 6  7 5 , 1 2 5  2 7 , 0 2 2  6 7 , 6 7 7  △ 2 1 4  △ 7 , 4 4 8  

計   3 4 , 6 7 4  3 2 6 , 9 6 4  3 4 , 7 5 6  3 6 1 , 7 5 4  8 2  3 4 , 7 9 0  

＊ 北 九 州 芸 術 劇 場 は 修 繕 工 事 に よ り 、 令 和 7 年 1 2 月 1 日 ～ 令 和 8 年 2 月 1 5 日 （ 小 劇 場 ） を  

閉 館 と し た 。  

 

 

Ⅲ  市有 施 設の 維 持 管理  収 2  

響 ホ ー ル を は じ め と す る 指 定 管 理 施 設 「 北 九 州 市 立 国 際 村 交 流 セ ン タ ー 」 に つ い て 、

利 用 者 ・ 入 居 者 が 安 全 ・ 快 適 に 利 用 す る こ と が で き る よ う 適 切 に 維 持 管 理 を 行 っ た 。  

施 設 名  主 要 施 設  期 間  

国 際 村 交 流 セ ン タ ー  

響 ホ ー ル 、 八 幡 東 生 涯 学 習 セ ン タ ー 、 北

九 州 国 際 技 術 協 力 協 会 、 ア ジ ア カ ー ボ ン

ニ ュ ー ト ラ ル セ ン タ ー （ 環 境 局 環 境 国 際

戦 略 課 ）、 地 球 環 境 戦 略 研 究 機 関 、 資 源

環 境 ネ ッ ト ワ ー ク 、 駐 車 場  

令 和 ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら

令 和 １ ０ 年 ３ 月 ３ １ 日

ま で （ 指 定 管 理 ）  
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 Ⅳ  埋蔵 文 化財 の 発掘 調 査研 究   
北 九 州 市 及 び 民 間 開 発 業 者 な ど か ら の 委 託 を 受 け 、 埋 蔵 文 化 財 の 発 掘 調 査 、 研 究 及

び 保 存 等 を 行 い 文 化 の 振 興 に 寄 与 し た 。  

 

１  埋 蔵 文 化 財 の 発 掘 調 査 及 び 整 理 事 業 等  公 2 - 2 ( 1 )  

№  事 業 名  遺 跡 名  区 分  面 積 ㎡  
遺 跡 の  

概 要  

1  

令 和 ７ 年 度  折 尾 土 地 区

画 整 理 事 業  

（ 堀 川 地 区 、 1 7 街 区 ）  

菅 原 神 社 遺 跡  

１ １ 区 ・ １ ２ 区  
発 掘   2 , 9 3 0  集 落 跡  

2  
令 和 ７ 年 度  折 尾 土 地 区

画 整 理 事 業 （ 2 7 街 区 ）  
末 里 遺 跡 ２ 区  発 掘   7 2 0  集 落 跡  

3  
令 和 ７ 年 度  横 代 南 町 山

手 1 号 線 道 路 改 築 事 業  

石 田 ・ 原 遺 跡  

第 ７ 地 点 ５ 区  
発 掘   2 , 5 2 2  集 落 跡  

4  
工 場 ・ 店 舗 建 設  

（ 穴 生 二 丁 目 ）  

穴 生 諏 訪 遺 跡  

第 ２ 地 点  
発 掘   6 6 0  集 落 跡  

5  

中 貫 貫 弥 生 が 丘 1 号 線 道

路 改 築 事 業  

（ 令 和 6 年 度 分 ）  

貫 ・ 裏 ノ 谷 遺 跡  

第 2 地 点 4 区  
 整 理  ―  近 世 墓  

6  

令 和 7 年 度 旦 過 地 区 土 地

区 画 整 理 事 業 （ 令 和 ４ ・

５ 年 度 発 掘 調 査 分 ）  

魚 町 遺 跡 第 3 地

点 1 区 ・ 2 区  
 整 理  ―  城 下 町 跡  

7  

７ 号 線 （ 富 士 見 工 区 ） 街

路 事 業 （ 令 和 6 年 度 発 掘

調 査 分 ）  

城 野 石 橋 遺 跡   整 理  ―  集 落 跡  

8  

折 尾 土 地 区 画 整 理 事 業

（ 3 0 街 区 ）（ 令 和 6 年 度

発 掘 調 査 分 ）  

菅 原 神 社 遺 跡  

1 0 区  
 整 理  ―  集 落 跡  

9  

令 和 7 年 度 旦 過 地 区 土 地

区 画 整 理 事 業  

（ 令 和 ６ 年 度 発 掘 調 査 分 ）  

魚 町 遺 跡 第  

３ 地 点 ３ 区  
 整 理  ―  城 下 町 跡  

1 0  

令 和 7 年 度 門 司 港 地 域 複

合 公 共 施 設 建 設 事 業 （ 令 和

５ ・ ６ 年 度 発 掘 調 査 分 ）  

旧 門 司 駅 舎 跡   整 理  ―  近 代 駅 舎  

1 1  宅 地 造 成 （ 上 石 田 三 丁 目 ）  
石 田 遺 跡  

第 7 地 点  
 整 理  ―  集 落 跡  

1 2  宅 地 造 成 （ 高 野 三 丁 目 ）  
高 野 遺 跡  

第 5 地 点  
 整 理  ―  集 落 跡  

合  計  
発 掘  整 理  面 積   

４ 件  ８ 件  6 , 8 3 2 ㎡   

 

２  埋 蔵 文 化 財 発 掘 調 査 報 告 書 の 刊 行  公 2 - 2 ( 1 )  

 令 和 7 年 度 旦 過 地 区 土 地 区 画 整 理 事 業 （ 令 和 4 ・ 5 年 度 分 発 掘 調 査 分 ） な ど  

全 ６ 冊 ・ ６ 事 業  

 

３  埋 蔵 文 化 財 に 関 す る 調 査 研 究  公 2 - 2 ( 1 )  

  年 報 及 び 研 究 紀 要 の 発 刊  
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４  埋 蔵 文 化 財 に 関 す る 普 及 活 動  公 2 - 2 ( 2 )  

埋 蔵 文 化 財 に 関 す る 市 民 の 理 解 を 深 め る 。  

 

（ １ ） 遺 跡 発 掘 報 告 会  
令 和 7 年 度 に 行 っ た 発 掘 調 査 の う ち 話 題 性 の 高 い 遺 跡 に つ い て 市 民 対 象 に 報 告 会 を  

実 施 し た 。  

・ ３ 月 8 日 （ 日 ） 開 催  ５ ４ 名 参 加  

① 令 和 ７ 年 度 の 調 査 概 要  

② 石 田 ・ 原 遺 跡 第 ７ 地 点 ５ 区 （ 小 倉 南 区 ）  

 

（ ２ ） 埋 蔵 文 化 財 速 報 展  

最 近 の 調 査 で 出 土 し た 文 化 財 を 展 示 す る 埋 蔵 文 化 財 速 報 展 を 下 記 の と お り 実 施 し た 。  

第 １ 回  
室 町 を 掘 る ― 室 町 遺 跡 第 1 4 地 点 の 調 査 か ら ―  

 令 和 ６ 年 １ ２ 月 （ 継 続 ） ～ 令 和 ７ 年 １ ０ 月  

第 ２ 回  
小 倉 城 下 町 の 近 代 化 － 魚 町 遺 跡 第 3 地 点 の 調 査 か ら －  

 令 和 ７ 年 １ ０ 月 ～  

 

（ ３ ） 市 民 向 け 及 び 小 ・ 中 学 生 向 け 考 古 学 講 座  

市 民 及 び 小 ・ 中 学 生 を 対 象 に し た 考 古 学 講 座 を 下 記 の と お り 実 施 し た 。  

市 民 ・ 子 ど も 考 古 学 講 座  
－ 勾 玉 作 り －  

（ ８ 月 ２ ３ 日 （ 土 ） 開 催  ３ ９ 名 参 加 ）  

 

５  北 九 州 市 立 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー の 維 持 管 理  公 2 - 1  

埋 蔵 文 化 財 の 発 掘 調 査 や 出 土 品 そ の 他 の 考 古 資 料 の 整 理 、 収 蔵 及 び 研 究 等 を 行 う 埋  

蔵 文 化 財 セ ン タ ー の 施 設 管 理 を 受 託 し 、 維 持 管 理 を 行 っ た 。  

年 間 総 入 館 者 数 は １ ， ９ ６ ３ 名 。  

 

Ⅴ  地域 文 化の 情 報 提供   

１  北 九 州 市 芸 術 文 化 情 報 サ イ ト 管 理 運 営  公 1 - 2  

市 民 が 気 軽 に 芸 術 文 化 に 触 れ る 機 会 の さ ら な る 創 出 を 図 る た め 、 閲 覧 し や す く 使 い

や す い ポ ー タ ル サ イ ト を 活 用 し 、 芸 術 文 化 に 関 す る 情 報 を 一 元 的 に 広 く 発 信 し た 。  

掲 載 情 報 に つ い て は 、 施 設 や ジ ャ ン ル の ほ か 、 さ ま ざ ま な シ ー ン を 想 定 し た 検 索 機

能 を 搭 載 す る な ど 、 利 便 性 の 向 上 を 図 り 、 市 民 が 必 要 な 情 報 を 得 や す い 環 境 を 整 え 、

関 係 サ イ ト と の 連 携 強 化 等 を 通 じ 、 よ り 効 率 的 に 情 報 へ ア ク セ ス で き る 環 境 整 備 に

取 り 組 ん だ 。  

 

２  書 籍 の 販 売 等  収 1 ( 2 )  

北 九 州 市 に 関 す る 各 種 の 書 籍 を 販 売 し た 。 取 扱 い 書 籍 は 次 の と お り 。  

「 北 九 州 市 史 」（ 全 １ ０ 巻 ）、「 火 野 葦 平 と ゆ か り の 人 び と 」、「 北 九 州 市 の 野 鳥 た ち 」、  

「 川 が 変 え た ま ち 」、「 門 司 港 レ ト ロ 物 語 」、「 ひ ろ ば 北 九 州 バ ッ ク ナ ン バ ー 」 等  

 

Ⅵ  寄付 制 度  収 3  

  市 民 や 企 業 等 が 芸 術 文 化 活 動 を 支 え る 仕 組 み を 設 け 、 財 団 の 多 様 な 財 源 確 保 お よ

び 認 知 の 拡 大 を 図 っ た 。 寄 付 等 に よ る 支 援 は 、 自 主 事 業 の 充 実 等 に 活 用 し 、 地 域 に

お け る 芸 術 文 化 の 振 興 と そ の 持 続 的 な 発 展 を 推 進 し た 。  
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《運営体制の充実を図るための取組》  

 
➢  評議 員 の選 任 およ び解 任 につ い て  
 ・定款第 1 1条に基づき、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（以下  

「法人法」という。）第 1 7 9条から第 1 9 5条の規定に従い、評議員会において

選任および解任を行う。  

・法務・財務・経営・文化全般または学識経験者等異なる分野の専門家の中か

ら、外部理事・監事の選任に準じた方法により候補者を選任する。  

 

➢  理事 、 監事 の 選任 基 準に つ いて  
 ・芸術文化の振興や、地域課題の解決に繋がるアウトリーチ事業等を継続しつ

つ、より集客力のある事業や外部資金の獲得に力を入れ、自主財源比率を高

めることで自立した法人運営を達成するため、異なる分野の専門家の中から

理事候補者を選任する。  

 ・経理的基礎を欠くことが無いよう、監事のうち一人に北九州市会計室長を充

て職におくとともに、企業経営者等の異なる分野の専門家の中から監事候補

者を選任する。  

 

➢  外部 理 事・ 監 事の 選 任お よ び各 役 割に 対す る 情報 提 供  
 ・公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第 5条に基づき、理事･  

監事の選任基準に従い外部理事および外部監事を選任する。  

 ・毎事業年度、理事長が作成する事業計画および事業報告等について、承認ま

たは監査を行う。  

 

➢  理事 の 利益 相 反取 引に つ いて  
・法人法第 8 4条および定款第 3 4条に基づき、理事会において当該理事を除く理

事の過半数が出席し、その過半数をもって承認を得る。また、法人法第 9 2条

に基づき、当該取引後の報告を行う。  

 

➢  ガバ ナ ンス 強 化の 取組  
・職員を対象に毎事業年度、研修（ W E Bを含む）等を行うことにより、運営体

制の充実を図る。  

研修の例：ハラスメント等に関する研修  

入札談合等関与行為防止法等に関する研修   

デジタルリテラシーに関する研修  
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■理 事 会の 開 催状 況  

 

第１回（令和７年５月２６日）  
議案第１号  令和６年度事業報告について  

議案第２号  令和６年度決算について  

議案第３号  特定費用準備資金の増額について  

議案第４号  令和７年度定時評議員会の開催について  

議案第５号  令和７年度定時評議員会の議題について  

 

第２回（令和７年６月２０日）みなし決議  
議案第６号  代表理事（理事長）の選定について  

 

第３回（令和７年７月１日）みなし決議  
議案第７号  令和７年度定時評議員会の開催について（決議の省略）  

議案第８号  令和７年度定時評議員会の議題について（理事の選任）  

 

第４回（令和７年１１月２５日）  
報告事項  令和８年度演目について  

     寄付制度について  

  

第５回（令和８年３月１７日）  
議案第９号   令和８年度公益目的事業の種類及び内容、収益事業等の  

内容について  

議案第１０号  令和８年度事業計画について  

議案第１１号  利益相反取引の承認について  

議案第１２号  令和８年度予算について  

議案第１３号  公益充実資金への移行及び事業の新規設定・変更について  

議案第１４号  令和８年度常勤役員（理事長）報酬額について  

 

 

 

■評 議 員会 の 開催 状況  

 

第１回定時評議員会（令和７年６月２０日）  
報告事項        令和６年度事業報告について  

議案第１号       令和６年度決算について  

議案第２～第４号    評議員の選任について  

議案第５～第１３号   理事の選任について  

議案第１４～第１５号  監事の選任について  

 

第２回（令和７年７月１日）みなし決議  
議案第１６号  理事の選定について  
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附属明細書 
 

事業報告を補足する重要な事項はない。  

 

 

 

 


